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第入章　誰擦並二謹擦調手績

第一節　謹擦調ノ総則

L　新法規定ノ概観

新法ハ謹擦方法ナル用語ヲ避ケテ軍二讃披ト云ク。蓋シr謹

擦方法」ト云7用語自膿ガ意味ヲ爲サ・“ルガ故ナラムモ、今日

迄慣用セラレシコトナレノ㍉學術語トシテ必ズシモ之レヲ避ク

ル必要ナカリシモノト考ヘル。〔註一〕次二謹擦ノ種類二就テハ全

ク奮法ト同ジク、入謹、鑑定、書謹、槍謹並二當事者訊問ノ五

種類トスル。

〔註一〕　奮法ノ謹篠方法D・、猫法ノBeweism縦elノ鐸語ニシテ、正確⇒・、

　「誰明方法」ト云フチ該レリトス1ン。而ジテ「誰明方法」郎チ謹擦デア7レガ、

　此雨者ハ齪念上匠別スベキモノナレバ、講學上ニハ、「言登明方法」ト云フi新用語

　チ創作セザノン限り、從楽ノ「i澄擦方法」ナノレ用語チ存：置スウ必要ガアノレ。

次二謹穣調二付キ、新法ハ新タニ裁判所ノ職権ヲ著シク籏大

シ、謹擦調二關スル裁判所中心主義ヲ愈々露骨二表示シタ。帥

チ謹擦調ヲ爲スト爲サ・・ルトニ付キ別段二裁判ヲ爲スノ必要ナ

キモノ爲シ（禦蕪紛讐期、又凡好ノ蝿顛一

付キ職椹謹擦調ヲ許シ、當事者辮論主義ノー角ヲ崩壊セシメタ

ル（藝美杢藻・）等ノ如シ。

　俺、謹嬢調ノ施行二關シ、受訴裁判所二在リテハ特二讃接調

期日ナルモノヲ設ケズ、從ッテ奮法二八七條一項二該ル規定ヲ



第入章謹擦並二設擦調手綾 265

削除シ、口頭辮論期日二於テ、便宜謎擦調ヲ爲サシムルコト・

ナシ、叉、疏明二關シ、保謹金ノ供託若クハ翼實ナルコトノ

宣誓ヲ以テ疏明二代ヘシムル規定（藝羨六）ヲ置キタル等ノ黙モ・

亦、i新法ノ新タナノレ企テトシテ1墨ゲナケレバナラヌ。

　IL　鐙擦ノ申出ト要謹事賓

　新法ハ常二r謹篠ノ申出」ト云ヒ、蛋法ノ如ク申立レ・云フ

テ居ラヌ。帥チ新法二依レバ、受訴裁判所ハ、申出ノ謹擦中適

當ノモノヲ取調べ、之レガ爲メ別段二奮法ノ如ク裁判（謹擦決

定）ヲ爲サ・“ルヲ以テ、從ツテ謹擦ノ申出ハ軍二裁判所二謹擦

方法ヲ提出スルノ行爲二止マリ、裁判ヲ求ムルニ非ズト云フ

ニ在ル。謹擦ノ申出ハ、謹スベキ事實ヲ表示シ、鑑定ノ場合ヲ

除キ具膿的二謹擦方法ヲ提出スベ：キコト、奮法ト同ジ（諜ヨ叢び

三悪垂窪象藤）。

素ヨリ新法二依ルモ、當事者ハ、ソノ主張シタル凡ベテノ事實

二付キ謹擦ノ申出ヲ爲ス必要ナク、其立謹責任ハ所謂「要謹事

實」二限ラレノン。而シテ當事者ガ自自シタノレ事實及ゼ裁判所二

於テ顯著ナル事實ガ、讃接ヲ必要トセザルコトハ、新二五七條

ノ規定スル所ナノレモ、是レ少クトモ現在ノ民事訴訟ノ構成上當

然ノ事理二属シ、敢ヘテ此規定ヲ待タザルモノデアル。〔註一〕要

之、當事者ハ、裁判所二顯著ナル事實ヲ除キ、相手方二依リテ

雫ハレタル事實二限り、原則トシテ謹擦ノ申出ヲ爲ス必要アノン

コト、新奮法共二楡リナシ。唯、愛二問題トスベキハ、新法二
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ハ
、
奮 二一九條前段二該ル規定ヲ敏クガ故二、r地方慣習法、商

慣習及ゼ規約又ハ外國ノ現行法」等二付キ、果シテ當事者ガ要

謹事項トシテ墨謹ノ責任ヲ負フカ否カデアル。新法ノ起草委員

へ此等ヲ以テ、當然當事者ノ立謹責任ノ範園トナセルモノノ

如ク、〔註二〕而シテ訴訟蓮用ノ上ヨリ観ルモ、ソノ薪レニ封シテ

モ裁判所ノ調査義務EorschungspHichtヲ免除シ、當事者二立

謹責任ヲ負ハシムルコトノ至當ナルハ言ヲ侯タヌ。併シナガラ

地方並二商慣習法、自治膿法規、外國ノ現行法等ハ、素ヨリ輩

純ナル「事實」二非ズ、廣義ノ法令二包含セラルベキモノナレ

囲、〔註三〕規定ナクシテ當然、裁判所ノ調査義務ガ兎除セラノレ・

モノトハ言ヒ難イ。調査委員間二於テ異論アリシニモ拘ラズ、

〔註四〕軍二裁判所ノ職権的方面ヨリ観テ、新二六一、二六二條ヲ

置クニ止メ、此黙ノ規定ヲ敏キタルハ、起草委員ノ偏見ヲ貫徹

シタルモノト云ハナケレバナラヌ。

〔註一〕　新二五七條ハ、不要謹事實トシテ「當事者ガ自白シタ1レ事實Jチ墨グ

　　かモ、ヵ・ル確認的規定ヨリモ、寧ロ自白ノ取浩二關ス7レ規定ガ望マシカツ

　　タ。猫民訴法二九〇條ニハ「裁判上ノ自白ハ、其當事者二於テ自白ガ眞實二

　i漉セズ、及ビ錯誤二俵リテ生ジタシコトチ立謹シタか場合昌限り、取浩二因

　　り其数力二影響チ及瀞ス。此場合ニハ自自ハ其敷カチ失フ」ト規定セラレ、

　我菖法ニハ、カ・ル規定ナキモ此趣旨ノ鋼例ガア膨。例之、大列集民七巻入

　一五頁。併シナガラ學設トシテハ：從來必ズγモー定セシニ非ザァレガ故二、新法

　二於テ明確ナル規定チ設ク可カリシモノデアル。從來ノ學説二就テハ、加藤

　博士、民訴法剣例批評集一管二三六頁以下、維本博士、鋼例批評録一巻ニニ

　O頁以下、四五四頁以下、山田博士、判例批評民訴法二巻六二四頁以下等参照。
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〔註二〕　司法省藏版、民訴法改正調査．委員會遽記録五二四頁以下、同上績巻一

　四六頁松岡委員説明参照。

〔註三〕　此鮎二付キ同上速記録五二六頁松岡委員答辮二「法規ハ矢張り法規デ

　アァレ」トア1ン。尤モ自治膿ノ法規二就テハ、法令二非ズシテ純然タ7ン法律行

　：爲ト灘ノレ訊アかモ、VgL　Stein－Jonas3－Komm・Bd・L　zu§293．IL（S・77

　2）之レニi封シテ2・，1有カナ7レ反封説ガアか。Hellwig＝一Le旋b』Bd・IIJS・1383

　Danz：一Auslegung・S・4：f£

〔註四〕　前揚i速記録．同所参照。

謹擦ノ申出ハ、奮法ト同ジクロ頭辮論ノ終結二至ル迄、自由

二之レヲ爲シ得ルノ規定トナツテ居ル（輩藤三）。併シナガラ新法

二依レバ、地方裁判所手績二在リテハ原則トシテ準備手績ヲ経

ベク、而シテ此手績二於テ當事者ハ豫メ謹擦ノ申出ヲ爲ス必要

アルコト既二述ブルガ如クナレノ“（董量8襟）、口頭辮論二於テ新

タナル謹接ノ申出ヲ爲スニノ・、新二五五條ノ制限ヲ蒙ラザルヲ

得ズ、更二事情二因リテハ、新一三九條ノ適用ヲ受クルコト・

ナル。謹撮ノ申出ハ期日二於テ之レヲ爲スヲ原則トスノンモ、俺、

期日前ニモ之レヲ許スコト奮法ト同ジ（纏…養八）。但シ新法へ

此場合、相手方二i封シ謹擦抗辮ヲ提出スルノ機會ヲ與7ルノ規

定ヲ設ケテ居ラヌ（董麸羨條）。

　1工L　謹檬調ノ限度

　讃振調ノ限度ハ、裁判所之レヲ定ムベキコト、新奮法共二同

ジ。併シナガラ奮法二在リテハ、裁判所ハ、當事者ノ申出デタ

ノシ謹嫉二付キ其取調ノ限度ヲ定ムル外ナカリシモ、新法ハ、更
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二裁判所二封シ、當事者ノ申出デザル養登膿ノ取調ヲモ許スコト

ト爲シタ。以下述ブルガ如シ。

　謹嬢調ハ先ヅ當事者ノ申出デタル讃嬢二付キ之レヲ爲スベキ

ゴト、新法二於テモ溌リナシ。而シテ其取調ノ限度ハ、素ヨリ

裁判所之レヲ定ムベキ壬ノニシテ、「當事者ノ申出デタル讃擦ニ

シテ裁判所二於テ不必要ト認ムルモノハ之ヲ取調ブルコトヲ要

セズ」（難五）．〔註一〕叉、假叙臓ノ必要アリ瑠ムルモ、暖

嫉調二付キ不定期間ノ障碍アルトキハ、謹穣調ヲ爲サ・・ノレコト

ヲ得」（暫藤六）。而カモ此場合・蛋法ト異ナリ必ズシモ相當期問ヲ

定ム秘要ナキモノデア雇藻葬五）．〔註二〕

　〔註一〕　新二五九燦ハ、奮二七四條一項「當事者ノ申立テタ7レ敷多ノ謹擦中其

　調ブベキ限度ハ裁判所之チ定ム」ト其趣旨二於テ同一デア7レ。併シナガラ其

　　規定ノ形式ガ、餓リニ露骨二裁判所ノ自由裁量櫨チ表示シ、爲メニ謹擁調二

　　付キ裁判チ不必要ト爲ジタァレト相待チテ、讃擦調ノ限度ガ全グ裁判所ノ專断

　　二委セラレタァレカノ感アラシ却レ。

　〔註二〕　謹擦調二付キ不定期間ノ障碍アル場合、相當期間チ定ムァレコトノ無意

　味ナルコトナギニ非ザルガ故二、新法ガ必ズシモ棺當期問チ定メズシテ誰擦

　調チ爲サ曽レコトチ得ジメタノレハ漉嘗デア1レ。併γナガラ此規定アルガ故二、

　　新法ニテハ、不定期間ノ障碍アレバ、直チニ當該謹篠調チ省略シ得1レモノト

　　解シテハナラヌ。

　以上ハ、蕾法ト異ナル所ナキモ、新法ハ、更二進ムデ、裁判

所ガ、職穫ヲ以テ當事者ノ申出デザル謹擦ノ取調ヲ爲スコトヲ

許シタ（整柔杢露）。即チ謹擦二關シテハ、カノ當事者辮論主義

ノー角ヲ緩和シ、從來、人事訴訟手績二於テ認メラレタル職樺
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謹嬢調ガ（会藤蓼蕪）、一般ノ通常訴訟手績二於テモ行ハル・コト

トナツタノデアル。其場合ヲ分チテニトスノレ◎

第一、裁判所ハ、當事者ノ申出デタル讃擦二依リテ心讃ヲ得ル

　コト能ハザルトキ、其他必要アリト認ムルトキハ、職権ヲ以

　テ謹擦調ヲ爲スコトヲ得（塾藤六）。

　此規定二依り、裁判所ハ、凡ベテノ訴訟二付キ、當事者ノ

申出二拘ルコトナク、職権ヲ以テソノ必要ト認ムル謹擦ノ取

調ヲ爲シ得ルコト・ナツタ。〔註一〕而シテ條文ニハr其他必要

アリト認ムルトキハ」トアノンガ故二、裁判所ガ必要アリト認

ムルトキノ・何時ニテモ本條二依ル謹擦調ヲ爲シ得ベク、畢二

新法ハ、裁判所ガ當事者ト相戴ムデ採謹スルコトノ自由ヲ許

シタノンカノ戚アラシムノレo

〔註一〕　藍法ニハ、詮振調ノ補充二付キ、本條二似タァレ規定アリシモ（菖二入

　五條）、同條ガ果シテ職穣二依7ン謹擦調チ許ジタツモノナリヤ頬ル疑問デア

　ツタo

　併シナガラ當事者辮論主義ノ行ハル・所、當事者即チ墨謹

ノ責任ヲ負罐シ、裁判所先ヅ當事者ノ申出デタル讃擦ノ取調

ヲ爲スベキコト素ヨリ當然デアル。然ルニ本條・・、裁判所ノ

職権ヲ規定シタルモノニシテ、職責規定二非ズ。之レニ依り當

事者ノ負推スル立謹責任ノー部ガ裁判所属轄換セラル・二非

ザルハ言ヲ侯タザル所ナレバ、未ダ俄カニ本條二依リ讃擦二

關シテ當事者辮論主義ガ根抵ヨリ覆サレタリトナシ能ハヌ。
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畢覧スルニ本條ハ、第二次的採護方法トシテ、裁判所二封シ職

権謹接調ノ権限ヲ與ヘタルモノト看ルベク、果シテ然ラノ“裁

判所ガ本條二依り謹援調ヲ爲スニ當リテハ、常二愼重ノ態度

ヲ持シ・謹擦ノ不足一先耀明勘行使一脚（覆嶺七）・當

事者ヲシテ補ハシムル態度二出デナヶレバナラヌ。當事者ヲ

差措キテ裁判所自ラ謹接ヲ聚集スルガ如キ・・、既二職権範

團ノ逸脱デアル。併シナガラ之レニハ例外ノ場合モアノレ。〔註

一〕

　〔註一〕　例之、慣合訴訟ノ防止デア’レ。當事者ノー方ガ、敵意チ以テ、甚シキ

　ハ相手方1・i通謀シテ訴訟資料ノ提出テ怠り、敗訴ノ剣決チ受〃ヌレコ｝・ハ、純

　然タル私盆チ内容トスか係争事件二於テモ齪過シ得ザル場合ガアノン。況ンヤ

　公盆ト交渉ア7レ事僻二在リテハ宥スベカラザ1ンコト・ス1レ。此場合、人事訴

　訟二驕ス1レナラバ、同法一四條其他ノ規定アリテ問題ナキモ、通常訴訟手績

　二依ルモノニ就テハ、本條ノ活用チ待ツ外ナγ。例之、相績回復藷求訴訟、身

　分關係確定ノ訴等ノ如シ。

第二、裁判所ハ、必要ナル調査ヲ官臨若クハ公署、外國ノ官磨

　若クハ公署又ハ學校、商業會議所、取引所其他ノ團膿二囑託

　スルコトヲ得（藝藤六）。

　本條ハ、其成立ノ過程ヨリ云へ・へ薦二一九條（殊二後段〉

　ノ修正セラレシモノナルモ、其規定ノ重心、全ク奮法ノ夫レ

　ヲ離レ、裁判所ガ、凡ペテノ要讃事項二付キ、判断ノ資料ヲ

　得ルガ爲メ必要ナル調査ヲ官磨其他二囑託シ得ノレノ規定トナ

　ツタ。〔註一〕即チ本條二依り、奮法二在リテハ、蛋二一九條二
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列墨スル事項二就テノ外許サレザリシ取調ノー方法（調査ノ

囑託）ガ、其他一般ノ要謹事實二付キ許サル・コト・ナツタ

ノデアノシ。

〔註一〕　奮二一九條後段ハ、地方憬習法、商慣習及ビ規約叉ハ外國ノ現行法二

　付キ、裁判所ノ職椹取調チ許シタノデアノレガ、職椹謹擦調二就テハ、i新二六

　一探アリ、而シテ此等事項二關スァン護濠調手綾二依ラザ1レ裁鋼勝ノ取調ハ、

　裁剣所ノ當然爲シ得膨所トシテ、i新法二其規定チ設ケナカツタノデアノレ。而

　シテ本條ハ、本文二云フガ如グ規定ノ立場チ改メ、一般ノ要誰事實二付キ、

　官聴其他二必要ナ〃調査チ暖託スァレコトニ俵り、護篠材料チ聚集スψノ途チ

　拓イタノデアルo

　斯ク本條ハ、蛋二一九條ノ職権取調ノ方法（菱事婆診讐）ヲー

般要謹事實二及ボシタルモノナレバ、本條二依ル謹嫉資料ノ

聚集ハ、謹擦調ノー般手績二遵7コトヲ要セズ、〔註一〕裁判所

ガ、適當ナル方法ヲ以テ此調査ノ囑託ヲ爲シ（諜三議O）、其調

査ノ結果ハ、或ハ書謹トシテ、鑑定トシテ、又、時トシテ入

謹トシテ謹接資料トナル董ノト考ヘル。要之、本條ハ、特種

ノ職権謹擦調手績ヲ規定シタルモノニ外ナラヌ。

〔註＿〕　Vgl。Stein＿」’onas：一Komm．IBd。1。zu§293．∬1ぺS．772）．

　：麦二問題ナルハ本條ト前條（童藤六）トノ關係デアノレ。余ハ、

上述ノ如ク、本條ヲ以テ特種ノ職権詮撮調手績ヲ規定シタル

モノト解スルガ故二、本條二依ノレ調査ノ囑託ハ、素ヨリ前條

二定ムル職権鐙穣調二關スルー般的制限昌遵フモノト看ル。

帥チ裁判所ハ、當事者ノ申出デタル謹援二依リテ心詮ヲ得ル

コト能ハザルトキ其他必要アリト認ムルトキ高限り、本條二
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依ル調査ノ囑託ヲ爲シ得ルモノト解スル。

　職権謹援調二關スル規定、以上ノ如シ。而シテ此等職権謹嬢

調ニハ、當事者ノ訴訟資料提出ヲ制限スル新二五五條並二新二

六〇條ノ規定ノ直接適用ナキハ勿論ナルモ、裁判所ガ其職権ヲ

行使スルニ際シ、此等條文ノ趣旨ヲ尊重スルノ義務アリト云ハ

ザルヲ得ヌ。即チ著シク訴訟ヲ涯滞セシムノレノ虞レァリ、若ク

ハ又、不定期問ノ障碍アリ、當該離披調ヲ爲サ・“ルヲ至當ト爲

スニモ拘ラズ、街、張テ其取調ヲ爲スガ如キハ、既二職罐ノ範

園ヲ逸脱セルモノニシテ、其問、裁判所ナ、～レト、當事者ナルト

ニ依り差別アル可カラザル理デアル。

　IV．謹篠調卜職灌主義（謹蝶決定ノ庚止）

　奮法ハ、當事者ノ演述二引綾キ直チニ讃挨調ヲ爲ス場合ノ外、

謹穣調ノ前提並二準備トシテ謹擦決定ヲ爲スベキモノト定ム

（籠叢四）．然ル噺法一一耀灘定一關ス槻定ガ全喉ケ

テ居ル。是レ他ナシ。新法ノ起草委員へ裁判所ガ、當事者ノ

申出デタル謹擁ヲ取調ブルト取調ベザルト、更二又、職権二依り

談擦調ヲ爲ス場合ト錐モ、凡ベテ其裁判ヲ爲ス必要ナシトノ方

針ヲ樹テ、此方針ノ下二其規定ガ設ケラレシ故デアル（藝柔茎奮）。

〔註一〕詳言スレバ、新法二在リプハ、裁判所ハ、當事者ノ申出

デタル謹篠ヲ取調べ、叉、職椹二依り適當ノ謹擦調ヲ爲スニ當

り、讃撮決定ヲ以テ之レヲ命ズルノ要ナク、直チニ謹擦調ノ囑

託、謹人ノ呼出等ノ準備行爲ヲ爲シ、謹篠調ヲ施行スベク、更



第入章讃擦並二誰揺調手綾 273

二又、當事者ノ申出デタル讃擦ヲ取調ベザル場合二於テ、其却

下ノ裁判ヲ必要トセヌ。

〔註一〕　司法省藏版、民訴法改正調査委員會遠記録、五二二頁以下、松岡委員

　説明滲照。

吾入ハ、新法ノ此規定方針ノ下二、讃檬聚集二關スル訴訟主

義ノ重要ナル推移ヲ認メナヶレバラヌ。奮法二在リテハ、裁判

所耀翻ノ限度ヲ定ムルコ噺法喩リナキモ（驚董四）、謹

擦聚集ノ基本椹ハ、筒、當事者二在リ、裁到所ハ、當事者ノ申出

デタル謹擁二付キ、其取調ノ許否ヲ決スルニ過ギナカツタ。此

意味二於テ、當事者辮論主義帥チ濁乙普通法以來ノ傳統タル當

事者中心主義ガ〔註一〕謹擦調手績ヲ支配シタノデアノレ。然ルユ新

法二於テ、裁判所ハ、當事者ノ申出デタル謹篠二付キ、其取調

ノ許否ヲ裁判スルノ必要ナキニ至り、而カモ街、第二次的ナヅ

ラ當事者ノ申出デザル謹擦ヲモ職権取調ヲ爲シ得ルコト・ナリ

タルヲ以テ、當事者ハ、謹擦聚集二關シテ法律上ノ直接蓮鎖ヲ

失ヒ、唯、僅カニ第一次的讃擦ヲ裁判所二供給スルノ地位ヲ與

ヘラル・二止マル。是レ畢覧スルニ、詮擦聚集ノ中心勢力ガ、

殆ンド全ク裁判所ノ手二移リタルコトヲ示スモノニシテ、カノ

當事者辮論主義・・、謹擦聚集二關シテハ、當事者二第一次的詮

擦提供ノ椹能ヲ與7ルニ因り、僅ヵ其鯨喘ヲ保ツニ過ギヌ。

〔註一〕　當事者辮論主義ト♪・、訴訟審理二關ス7レ當事者中心主義Prinzip　der

　Parteiherrsc五aft二外ナラヌ。拙著、改正民訴法要論、二一九頁以下参照。
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新法ノ此改正二封シテハ、吾入ハ、或ル程度ノ賛成ヲ爲スニ

躊躇セヌ。元來、讃接調二依リテ心謹ヲ得ル者ハ・當事者二非

ズシテ裁判所ナリ。然ラ囲此手績二於テ裁判所ヲ主ト爲スハ當

然ノ事理ニシテ、且ツ又、謹擦調ハ訴訟ノ全膿ヨリ齪察シテ、

裁判斯ガ心謹ヲ得ルノ手段タル寧・附随ノ手績ナルヲ以テ、可

成、簡明ナルヲ可トスベク、新法ハ此趣旨ヲ徹底セシモノト考

ヘラレル。帥チ新法二依レ犀、裁判所へ當事者ノ申出タノレ各

謹嬢二付キ許否ノ裁判ヲ爲スノ要ナク、唯、ソノ必要ト認ムル

モノヲ取調ゾレバ足リ、從ツテ當事者ノ申出二引摺ラレ、不必

要トハ認メナガラモ其取調ヲ已ムナクセラル・從來ノ弊ヲ避ケ

得ベク、更二叉、謹篠決定ト云フガ如キ形式手績ヲ不必要ト倣

シタルガ故二、手績ガ簡捷二取蓮漣レ得ノレ。

斯クシテ謹擦調手績ガ、簡明、簡捷ナルコトハ素ヨリ望マシ

キ所ナノレモ、之レガ爲メ断ジテ取調ノ正鴻ヲ犠牲二供シテハナ

ラヌ。而シテ審理ノ正鴻ヲ得ルガ爲メニハ、裁判所ノ專断ヲ矯

ムベキモノナルニ、新法ハ、手績ノ簡捷ト裁判所ノ職権ヲ規定ス

ノントニ急ニシテ他ヲ顧ミズ、謹嫉調二付キ裁判所ノ專断ヲ許シ、

〔註一〕或ハ此專断二依リ手績ノ遙捗ヲ計ルコトガ新法ノ目的ナ

ルヵノ如キ威アラシムル。新法起草者ノ眞意此邊二在リシヤモ

知レザノレモ、斯クテハ訴訟審理ノ破壊ナリ、吾人ハ之レニi封シ

断々乎トシテ反封シナゲレバナラヌ。新法ノ改正調査委員會並

二帝國議會ノ特別委員會昌於ケル反封モ、主トシテ此黙二集中
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セラレタ。〔註二〕

〔註一〕　裁剣所ノ職椹的方面ノミョリ規定チ設グアレコトハ、新法ノ通弊デア疸

　ガ、謹襟調二付デ殊二甚シク、i新二五九乃至二六三條ハ、悉グ職椹規定二γ

　テ、殊昌新二五九條ハ、奮二七四條一項二「其調ブベキ限度ハ裁判所之チ定ム」

　　トアかチ「裁判勝二於テ不必要ト認ムかモノハ之レチ取調プかコトヲ・要セズ」

　　ト規定シ、如何ニモ裁判所ノ主齪的見解チ以テ誰擦調ノ限界チ定メ得シガ如

　キロ吻チ洩γ、加之．謹擦決定チ康止γタかト、叉其反．面トシテ、讃篠申出ノ

　却下ノ裁鋼チ不必要ト倣γタ7レトニ因り、裁判勝ガ嘗事者チ無競シタァレ專漸

　的横暴ヲ・爲スモ、規定トシテハ當事者二甥ジ不服申立ノ途ガ断タレテ居ル。

　例之、i裁判勝が故意叉ハi過失二因り當事者ノ謹擦申出チ握り潰シテ結審ミソ、

　叉、當事者ノ準備ノ有無チ問ハズ、口頭癖論期日二突然讃篠調チ爲シ、若ク

　ハ受託判事ヨリ誰擦調二關ス7レ記錐ノ到着γタ7レチ通知セズジテ突如、口頭

　辮論期Hチ開クガ如γ。

〔註二〕　司法省藏版、薪民訴法改正調査委員會速記録五二七頁以下、同上・第

　五十一同帝國議會二於ケか委員會速記録入六五頁以下参照。

斯ク論ジ來レバ、謹擦調手績ノ圓満ナル進捗ハ、懸ツテ裁判

所ノ双肩二在ル。奮法ノ下、裁判所ガ專断ヲ行セ得ザリシニ非

ズ、新法ノ下、裁判所ノ庭置如何二因り蛋法二優ル結果ヲ墨ゲ

得ラレザルニ非ズ。按ズルニ新法ハ讃掻決定並二謹篠ノ申出却

下ノ裁判ヲ不必要ト徹シタルモ、之レヲ禁ジタルニ非ズ。然ヲ

バ裁判所ガ、必要二鷹ジ詮擦決定ヲ以テ謹穣調ノ準備ヲ爲シ、

叉、謬擦ノ申出却下ノ裁判ヲ爲シテ其却下ノ理由ヲ明カニスル

コトハ、〔註一〕屡々、望マシキコトナルベク、假令、ヵ・ル方法

二出デザルモ、當事者二封シ必要ナノン事項ヲ告知スルコトハ・

〔註二〕訴訟ノ審理二於テ裁判所二課セラレタル當然ノ責務ト倣



276 民事訴訟法改正ノ要旨ト其撹評

サナケレノ“ナラヌ。斯クシテ裁判所ガ、適當二言登擦調ノ施行ヲ

計ルナラ囲、新法ハ、奮法二比シ其規定二弾力性アルノ黙二於

テ優レリトスル。唯、條文ガ裁判所ノ職灌規定二終始スルガ爲

メ、有識、無識二裁判所ノ專断ノ弊ヲ助長セザレバ幸デアル。

　〔註一〕　裁判所ザ此却下ノ裁判チ爲サ両レモ、其申出ヲタ7レ讃擦ガ必要ノモノ

　ナァン限帆例之、唯一謹擦）、審理不謎ノ上皆理由トナ7ン。

　〔註二〕　例之．特定言登擦ノ取調期日チ通知シ、』又．受託判事ヨリ謹擦調二關ス

　7ン記鎌ノ到着セル旨チ通知スウガ如シ。此等ハi新法二其規定ナキモ、裁判所

　ガ其通知ノ勢チ執ルチ至當ト考＾ル。

　V・鐙嫁調ノ施行

　誰篠調ノ施行ガ、裁判所ノ職権二属スルコト奮法ト同ジ。新

法ニハ奮二七七條三項ノ如キ直接規定ヲ敏クモ、謹擦調二關ス

ノレ規定全膿ノ構成ヨリ観テ當然デアラネバナラヌ。而シテ新法

ガ謹緩調ノ施行二付キ讃擁決定ヲ不必要ト倣シタルコト前陳ノ

如クナレバ、裁判所ヘソノ必要ト認ムル謹纏二付キ、直チニ

取調ノ準備行爲ヲ爲スノデアル。例之、讃人、鑑定入ノ呼出（輩柔、

≡覆〉、交書提出命令、同上迭付ノ囑託（藝三晃農’）等、叉、受訴

裁判所外二於テ讃接調ヲ爲ス場合二於テハ受命判事ノ指定、受

託判事二封スル囑託等ノ如シ。〔註一〕

〔註一〕　裁判所ガ、此等ノ準備行爲チ爲スニ當り、傾宜上、謹擦決定チ爲スロ

　トハi新法ノ禁ズツ所二非ズト考ヘル（前段参照）。而γテi澄擁決定チ爲シタシ

　場合ニハ、之レチ當事者二告知スベキハ素ヨ▽當然ナルモ（新二〇四條）、假

　令、謹援決定チ爲サ岡レ場合ト錐モ、必要ナ・ン程度二於テ、ソノ爲シタァレ準

　備行爲チ當事者二告知ス〃コトハ、訴訟審理二於ケル裁判所ノ當然ノ責務ナ
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　　リト信ズァシ。

　讃擦調ハ、受訴裁判所二於テ施行スルヲ原則トシ、裁判所ヅ相

當ト認ムルトキヘ特二裁判所外二於テ之レヲ爲スコトヲ得ル

（塾壼斎護條〉。而シテ受訴裁判所外二於テ讃接調ヲ爲ス場合ニヘ

受命制事ヲ指定シ、又ハ垣裁牛冒所二囑託シ得ルモ（塾看嚢護燦）・

俺、受訴裁判所ノ全員ガ出張シテ之レヲ爲スコトモ可能デアルQ

〔註面〕受託判事ハ、ソノ囑託ヲ受ケタル謹擦調ヲ他ズ匿裁判所二

於テ爲サシムルヲ相當ト認ムルトキハ、當該匿裁判所二韓囑シ

得ル。此場合ニハ其旨ヲ受訴裁判所並二當事者二通知シナケレ

バナラヌ（諜圭褒五）。新法ハ、此権限ヲ受命判事二與ヘテ居ラヌ

（藤蓼簸二〉。蓋シ受命判事ハ受訴裁判所ノ構成員ナルヲ以テ、必

要アルトギハ直チニ受訴裁判所ノ庭置ヲ仰ギ得ト云フニ在ル。

〔註二〕

〔謹繭〕　i薪二：六1五憤き一項前段二「裁判所外」トアツハ受訴i裁判所チ指スコト、

　蓉二七三條一項ト照合シテ明瞭デア～レ。然ラバ同項ノ規定ヨリ推ジテ、受訴

　裁判所ノ全員ガ裁鋼所（裁構法一〇三條）外二於テ誰擦調チ爲スコトチ妨グか

　ユ非ラザかモ、問題ハ、嘗該裁凋所ノ管轄匿域外ニテモ、碕、之レチ爲シ得

　ルヤニ在ンレ。刑事訴訟ニアリテハ、i刑訴一一憤…ノ明：文アリテ、ソノ可青琶ナアレ

　コト疑問ノ倉余地ナキモ、民訴法ニハ此規定チ敏ク。’併シナガラ：元來、裁劣1所

　ノ管轄トハ、當該裁判所二分配セラレタヌン事件ノ範園二外ナラザアレチ以テ（揺

　著、改正民訴法要論七一頁参照）、聲糖匿域外ト錐モ、謹援調ノ如キ職務執行

　チ妨ゲザ1レモノト信ズ1レ。同説、長島、森田爾角共著「改正民事訴訟法解繹」

　第二六五條（三一六頁）。

〔註二〕　司法省藏版、改正民訴法調査委員會遽記録五三一頁参照。併ジナガラ

　受命判事モ亦、箕勝薦裁判所ノ管轄匿域外二於テ謹擦調等ノ職務執行チ爲γ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　そ暑・ベキヲ・以テ（前段〔註一〕参照）、遠雇踊ノ地二出張シ「タァレ場合チ考慮ス｝レナラ

　バ、i新法ガ、受命興事チ除キタかハ、受託判事ト権衡チ失シ、不都合ナりト

　考＾シ。是レ毛起箪委員間ノ推敲不足ノ～例デアル。

新法ニハ、奮二七八條一項、二八○條ノ如ク、謹擦調二付キ

期日ヲ定ムベキ旨ノ規定ナキモ、期日二於テ之レヲ爲スベキハ

當然デアリ、且ヅ又、新二六三條二依リテモ間接二之レヲ推シ

得。而シテ新法ハ、受訴裁判所ノ謹擦調ニハ特二期日ヲ設ケザ

ル趣旨ニテ奮二八七條一項ノ規定ヲ削除シタルモノナレノ㍉口

頭辮論期日二於テ、適宜、讃擦調ヲ施行スベク、從ツテ特二謹擦

調期日ノ通知ヲ必要トセヌ。併シナガラ受訴裁判所ト錐モ、他

ノ場所二於テ謹篠調ヲ爲シ、又、受命判事若クハ受託判事ガ謹

篠調ヲ施行スル場合ニハ、當事者二其期日並二場所ヲ通知スベ

キハ素ヨ蟷然デアノシ（灘瓢

謹嫉調ノ施行ハ、裁判所ノ職椹二属スルヲ以テ、當事者ガ期日

二出頭セザノレモ、衝、之レヲ爲スコトヲ妨ゲヌ（藝藤六）。此場合、

新法ハ、任意規定トシテ裁判所二自由裁量ノ齢地ヲ與ヘタル黙

二於テ、奮二八四條一項ト異ナノレ。蓋シ新法ノ規定ヲ以テ至當ト

考ヘル。受託判事ガ謹擦調ヲ爲シタノレトキハ、其記録ヲ受訴裁

制所二邊付シナケレ建ナラヌ（藝藤六）。而シテ新法ノ規定二依レ

漣、受訴裁判所ノ書記ハ、記録ヲ受領シタルコトヲ當事者二通

知スルノ義務ナキモ、相當ナル方法ヲ以テ告知スルノ手績ヲ執

ラシムル必要ガアル。〔註一〕

　〔註一〕　新法ノ起草委員ハ、記録ノ送付アソバ、裁判所ガ職椹チ以テ次同期日
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　チ指定スかガ故二、之ソニ俵り當事者ハ記鎌ノ到淫チ推知シ得ベシト云フモ、

　殊更二當事者二封シ記錬到淫ノ通知チ省略ス7ン理由那邊二在リヤ。況ンヤ記

　錐ガ到遙シタアレモ、裁判所ノ都合二俵η期日ノ指定チ爲サ壁か問ハ、畢二當

　事者ハ、裁判所二問合スノ外、其到著チ知7レ由ガナイ。カ・ツ當事者チ無競

　シタアン官僚思想コソ、吾人が縄封排撃セムトス7レモノヂアか。司法省藏版、

　前揚速記録五三二頁松岡委員設明参照。長島、森田爾氏ハ「受託判事ノ謹擦

　調期日二出頭セザノレコトハ其者ノ慨怠ナァレガ故二」、カ・〃當事者二罫γテハ

　通知チ爲ス必要ナシトノ見解チ撃ゲラ1レ・モ〔爾氏共著前揚書第二六六條（三

　一入頁）〕、然ラバ出頭セ1レ當事者二就テハ如何σ書記ノ調書作成ノ頗朗柱撰

　ナァレコト稀ソニ非ザル今目、謹擦調期日二出頭ジタか場合二毛、侮、一刻毛

　早〃調書閲萱ノ必要アかコトハ、實務家ノ均ジク感ズか所ヂアロウ。前揚書

　第二六六條（三一入頁）参照。

次二外國二於テ爲スベキ謹擦調ハ、我民訴法ノ謹糠調手績二

擦り得ザルコト論ヲ侯タザルガ故二、此場合ニハ、奮法ト同ジ

ク其國ノ官臨叉ハ其國二駐在スル日本ノ大使、公使若クハ領事

一之レヲ囑託スベキモノ碇ム（鷲劉．而シ漸法へ外國

二於テ爲シタル謹接調ガ其國ノ法律二蓮背スルモ、本法二違背

セザル｝キハ其敷力ヲ有スルモノト爲シタ（藻圭蚕四）。我奮法並

二濁民訴法二此規定ナキモ、．填民訴法二九〇條ニアリ。蓋シ至

當デアル。

　VI．口頭癖論開始前二於ケル謹擦調ノ準備

　新法ハ、口頭辮論二先立チ、原則トシテ準備手績ヲ爲スモノ

トシ、此手綾二於テ當事者ヲシテ謹援ノ申出ヲモ爲サシムル。

故二裁判所ハ、之レニ墓キロ頭辮論ノ開始前、豫メ謹擦調ノ準

備行爲、例之、謹入、鑑定人ノ呼出、官磨其他二封スル調査ノ
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囑託（藝藤六）、’匿裁判所二封スル讃篠調ノ囑託（諜三褒五〉等ヲ爲ス

コト、敢ヘテ不可能二非ラズ。否、「屡々、之レニ依リテ訴訟ノ

進捗ヲ策シ得ル。併シナガラ準備手績ハロ頭辮論ノー部ヲ構成

スルモノニ非ザルガ故二、此手綾二於ケル謹擦ノ申出二墓キ、

裁判所ガロ頭辮論ノ開始二先立チテ謹振調ノ準備ヲ爲スコト、

果シテ許サルベキカ否力。直接ノ明文ナキ以上、一慮．疑問ト

倣サナケレバナラヌ。

　此黙二付キ、一九二四年ノ濁逸民訴改正律令ハ充分ノ考慮ヲ

携ヒ、我準備手績二該ノレr軍濁判事ノ面前二於ケル手績」ヲシ

テロ頭辮論ノー部ヲ構成セシムルト同時二、〔註幅〕之レニ引綾ク

合議裁判所二於ケルロ頭辮論ヲ、可成一伺ニテ完結セシムルガ

爲メ、其開始前、讃擦調ノ準備其他必要ナル庭置ヲ爲スベキモ

ノト定ムル（星藤吉）。〔註二〕此種ノ規定ハ、我新法二於テモ、準備

手績ヲ設ケタル以上、當然、之レトノ蓮絡上其必要アルニモ拘

ラズ、我新法ノ起草者ニハ、畢二此瓢二迄、其考慮ヲ及ボシ得

ナカツタノデアル。〔註三〕

　〔註一〕本稿一八入頁〔註一〕参照。

　〔註二〕一九二四年、猫民訴改正律令ハ、匿裁判所ノ訴訟手綾二關ス1ン五〇一一條

　　チ修正シテニ七二條bト爲シ、地方裁判所ノ訴訟手綾規定タラシメタ。郎チ

　　修正以前ニハ、口頭辮論開始前ノ準備行爲チ匿裁判所手綾ノミニ許シタか

　　チ、地方裁判所手績二i迄、之レチ及箭シタノデアル。

　　参考ノ爲メ、其全丈チ揚グFレ。

　　第二七二條b裁判長若クハ其指定シタル受訴裁判所ノ列事ハ、口頭辮論ノ
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　開始二先立チ、訴訟チジテ可成一同ノロ頭辮論ニテ完結ヤシムシニ適當ト

　認メラ7ン・凡ベテノ塵置チ爲スベシ。

　　此目的ノ爲メ、特二次二揚グ7レ虚置チ爲スコトチそ尋o

　：L　當事者二封シ準備書面ノ補充若シグハ設明、叉ハ、文書、系圖、設計

　　圖、製鄙見取書ノ提出チ命ズ1レコト。

　9　官聴若〃ハ官吏二封シ、文書二關スノレ通報若グハ公ノ調査ノ同答チ求

　　ム1ンコト0

　3　當事者本人ノ出頭チ命ズ1レコト。

　4・當事者ノ申立テタノレ誰人チロ頭辮論二呼出シ、叉ハ第三七七廃三、四

　　項ノ規定二蓮ヒ、丈書二俵アレ同答テ求ムァレコト。

　5・槍護若クハ鑑定二俵アレ鑑定チ命ジ、之レチ賓施シ、若〃ハ鑑定人チロ

　　頭辮論二呼出スコト。

　　第四號並二第五號二定メタ1ン虚置ハ、被告ガ原告ゾ藷求二封シ豫メ異議

　チ述ベタル場合二限り、之レチ爲スベシ。前項ノ虜置チ爲スニ付キ期日チ

　開グ必要ア1レトキハ、可成、其期日チロ頭辮論期ロト連絡セシムベ“ン。

　　當事者二甥シデハ、凡ベテノ虞置チ通知スベシ。但シ裁判長若グハ當該

　受命例事ガ、此通知チ爲サザ7レ莞當事者ノ権利確保二妨ゲナシト認ム7レト

　キハ、1其通知チ爲サ“ルコトチ得o當事者本人ノ出頭チ命ゼラレタ1レ場合・

　ニハ、第一四一際ユ、三項ノ規定チ漉用ス。

〔註罵〕　斯グ起草委員ノ考慮ノ及バザリシハ、既述セシ如〃確定草案ノ完成問

　近二至リテ、準蹟手績二關ス1レ基本方針二憂更チ生ジタァレガ爲デメアロウ。

　即チ原案ノ如クロ頭辮論開始後二準備手渡チ開クモノトセバ、カ・アレ問題ハ

　生ジナイノデアノレ。本稿一九〇頁参照。

　或ハ云フ。考慮ノ及バザリシニ弄ズ。新一二入、一三一、二五入條二項壷

　二二六二條ノ規定ハ，口頭辮論ノ開始前二夫等行爲チ爲スコトチ禁ズ7レニ非

　ザ1ンガ故二、裁判所チシテロ頭辮論ノ開始前適當ナツ準備チ爲サシムシニハ

　此等規定チ以テ足レリトスウト。併シナガラロ頭辮論二先立チ準備手綾二依

　り訴訟資料ノ整備チ爲サシムルナラバ、他面裁判所チシテ此準備手綾ノ結果

　判基キ同ジクロ頭辮論ノ開始前、…審理促進ノ爲メ必要ナ1ン準備先爲サシムウ
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　ハ當然ニジテ、1彼此相待チテロ頭辮論ノ簡捷チ來シ得かノデア7レ。印チ前記

　濁民訴法二七二bハ此趣旨ニテ設ケラレ、特二「可成一同ノロ頭辮論ニテ完

　結セシム砂二適當｝認メラァレ・凡ベテノ威置チ爲ス禅ン」ト規定スか。然ラ

　バ我新法ノ起草二當リテモ、口頭辮論二先立チ準備手績チ爲スベキモノト改

　メタ7レ以上、之レト同時二裁判所チシテロ頭辮論ノ開始前、必要：ナァレ準備チ

　：爲サシムル積極的規定チ設ク可カリシモノニシテ、畢党、解繹論トシテハ前

　記所論ノ如ク説グ外ナシトスルモ、規定ノ足ラザノレノ事實ハ、之レチ否定γ

　能ハヌ。

併シナガラ我新法二其規定ナシト錐モ、解繹ヲ以テ之レヲ補

フ鯨地ナシトセヌ。帥チ謹援調二關シテハ、新二五八條二項二

r謹擦ノ申出ハ期肩前二於テモ之ヲ爲スコトヲ得」トアリ、準備

手績二於ケル謹篠ノ申出、即チ此期日前二於ケル謹擦ノ申出二

該ルヲ以テ、〔註一〕裁判所ガ、此準備手績二於ケル謹穣ノ申出二

基キ、豫メ謹擦調ノ準備ヲ爲スニ當リテハ、敢ヘテロ頭辮論ノ

開始ヲ待ツ必要ナシ。〔註二〕何トナレ漣唯、其準備二止マルガ故

デアル◎新二六二條二依ル官聴其他二封スル調査ノ囑託モ亦、

同ジク謹…嬢聚集ノ準備二止マルヲ以テ、口頭辮論ノ開始前ト錐

モ之レヲ爲シ得ナケレバナラヌ。或ハ、裁判所ヲシテロ頭辮論

ノ開始前二謹擦調ノ準備ヲ爲サシムルコト、翫二當事者辮論主

義ノ原則二反ストノ批難アルベキモ、此場合、裁判所ノ・、準備

手績二依り準備セラレシ結果二基キ、謹篠調ノ準備ヲ爲スニ止

マリ、而カモ之レニ依リテ爲ス詮援調ノ結果ハ、受訴裁判所自

ラ談振調ヲ爲ス場合・・勿論、他二囑託シタル場合ト錐モ、常二

口頭辮論ヲ経テ初メテ訴訟資料トナルモノナレバ、〔詫…〕彊チロ
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頭辮論主義二背反セリトハ言ヒ能ハヌ。若シロ頭辮論主義ヲ徹

底セシメテ、口頭辮論開始前ノ謹篠調準備ヲ許サズトセノヘ第

一・同口頭辮論期日ハ、唯、準備手績ノ結果ノ陳述ト謹篠調ノ準

備トノ爲メニノミ開カル・コト・ナリ、斯クテハー同ノ期日ヲ

無意義二畢ラシメ、審理促進ノ理想二悼ラザルヲ得ヌ。要之、

準備手績ノ敷果ヲ全ウセシメムガ爲メニハ、裁判所ヲシテ、口

頭辮論ノ開始前、適當ノ準備ヲ爲サシムル必要アルモ、他面、

之レヲ最少限度二制シナケレバナラヌ。蓋シロ頭辮論ノ開始

前、諜嬢調ノ準備、殊二謹擦調ノ囑託ヲ爲スガ如キハ、訴訟審

理ノ常態二非ザルガ故デアル。〔註四〕

〔註一〕新二五八條二項二云フ「期日前」トハロ頭辮論期日前チ指スコトニ疑問ナ

　　シ。唯、準備手綾ハ、口頭辮論二於テ聚集セラ7ン・訴訟資料ノ整備テ爲ス手

　績ナヌレチ以テ、此手綾二於ケル誰擦ノ申出ガ、直チニ誰擦ノ申出トシテノ敷

　カチ有ス7レヤノ黒占二付キ、一慮ノ考察チ必要トスノレ。余ハ、同ジク攻撃、防禦

　　ノ方法ト云フモ、準備手綾二於ケァレ謹擦ノ申出ハ事實ノ主張ト些力異ナリ、

　　當事者ハ、此手績二於テロ頭辮論ノ準備トシテ護擦ノ申出夫レ自膿チ爲スモ

　　ノニシテ、後日、口頭辮論二際シ言登i膿チ申出ヅベキ豫告bチ爲スニ非ズト鰐ス

　　7レ。然ラバ裁判所ガ、其申出ノi澄擦チ取調プルニ付キ、改メテロ頭辮論二於

　　ケ7ン其申出（若グハ新二五四條二依ノレ準備手綾ノ結果ノ陳述）チ待ツ必要ナ

　　カかベキ理デア1レo

〔註二〕　同設、長島、森田爾氏共著、改正民事訴訟法解繹第二五入繰（三〇五頁

　　以下）。

〔註三〕新法ニハ、奮二一六條二項ノ如キ規定チ欲グモ、受命鋼事叉ハ受託判事

　　二俵ル護振調ノ結果並二官臨其他ノ爲シタか調査ノ結果（新二六二、二六五

　　條二二項）ハ、執レモロ頭辮論二顯出セラレテ初メテ訴訟資料トナフレコ！）、回
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　　頭辮論主義二立脚シタル現在民事訴訟制度（新～二五1劇　トシテ、當然ノ事

　　柄二屡ス1レ。

　〔註囲〕　猫民訴改正律令ハ、此黙ニモ注意チ携ヒ、口頭辮論開始前二於ケ1レ誰篠

　　調ノ準備二制限チ設ケ、被告ガ原告ノ請求チ豫メ否認セシ場合二非ザレバ、

　　謹人ノ呼出並二検護若クハ鑑定ノ命チ曇シ得ザシモノトシ（前揚、同法二七

　　二條b二項）、ヌ．、一般二謹擁調ノ囑託チ許シテ居ラヌ。

　　我新法ノ運用は當リテモ、参考トスベキ規定デア1レ。

　以上ハ、準備手績ヲ経タル場合ノ読明デアルガ、準備手綾ヅ

省略セラレタルカ、若ク・・準備手綾ヲ不必要トスノン匿裁判所手

績二於テ、衙、裁判所ハ、口頭辮論開始前豫メ適當ナル準備ヲ

爲シ得ベキカ。此場合、純理論トシテハ、準備手績ヲ経タル

ト、経ザルトニ因り結論ヲ異ニスルノ理ナク、從ッテ之レヲ肯

定スベキモノトスル。〔註一〕唯、準備手績ヲ経ザル場合ニハ、未

ダ裁判所ハ、雫黙ノ那邊二在ヲヤヲ知ヲ能ハザルモノナレバ、

可成、滑極的態度ヲ執ルガ當然ト考ヘラレル。

〔註一〕長島、森田爾氏モ亦同読ナ7レガ如γ。前掲書。第二五八條（三〇五頁以

　　下）。

　V江　疏明及ビ疏明二代フル保謹金ノ供託並二宣誓

　疏明ノ方法二就テハ新薔法共二瀧リナク、新法ハ「疏明ハ帥時

諏調カートヲ得べ襯撫依芦之ヲ爲ス好要ス」（難

叢一）ト簡明二規定シ、善二二二〇條ノ冗長暖昧ナルニ代ラシメタ。

　新法ノ新タナル試ミハ、疏明二代へ、當事者若クハ法定代理

人ヲシテ保讃金ヲ供託セシメ、又ハ申蓮ノ眞實ナノンコトヲ宣誓

セシメ得ルノ途ヲ拓キタルコトデアノレ（藻全褒七）。即チ疏明ハ主
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トシテ訴訟手綾上ノ事項二付キ之レヲ爲サシムノレノデアルガ、

屡々、疏明ノ困難ナル場合アリ、又、必ズシモ疏明ノ方法二依

ラズシテ、其眞實ヲ罐保シ得ル揚合アノレヲ以テ、此等ノ事情二

慮ぜシムルガ爲メ、新法ハ疏明二代フル方法ヲ設ケタノデアル。

故二簡易疏明方法トモ云フベ：キデアル。濁民訴法ハ、疏明ノー，

方法トシテ「宣誓二代ル翼實保謹」Versic五erungderWahrkei搬n

：Eidesstattヲ許スモ（腰濠三垂）、是レハ當事者本人宣誓（塁藤蟹雫）

ガ、疏明方法トシテ不適當デアリ、且ツ當事者二封シ過重ノ負

推ヲ課スルガ故二r保詮」ト改メシモノニシテ、他ノ疏明方法

二比シ、寧・街、重キニ在ル。〔註旧〕我新法ノ規定ハ、之レニ暗

示ヲ得タリトスルモ、必ズシモ其模倣デハナイ。以下軍簡二読

明スル。

　〔註一〕猫民訴法ノ定ムァレ「宣誓二代ファン保謹」ハ、中立二俵り若〃ハ職権チ

　以テ之レチ命ズyレモノニシテ、疏明ソー方法ナ7ンチ以テ、當事者ノミナラズ、

　謹入、鑑定人等モ亦、之レチ爲ジ得％’VgL　SteinJonas：一Komm』Bd，1・zu

　　§2g4。IV」3。（S．775）3zu§386．工．（S．984・）、但シ「保謹」チ以テ疏明セシ

　ムンレコトノ不適法ナァン、例之、忌避ノ原：因チ疏明スノレガ如キ場合二付テハ、

　別二夫々、之レチ許サ町ン規定ガアアン（同法四四條二項、四〇六條三項、五

　一一條a三項、五四六條三項等）o虚傭ノ保言登チ爲シタ1ン者二封ジテハ、刑事罰

　チ以テ臨ミ、一月以上三年以下ノ懲役二慮スァン（刑法一五六條）。因ミニ盧爲

　宣誓ノ制裁ハ十年以下ノ懲役ニテ、遙力之レニ比ジテ重イ（刑法一五三條）。

　疏明二代へ保謹金ヲ供託セシメ、若クハ眞實ナルコトヲ宣誓

セシムベキカ否カハ、裁判所ノ自由裁量二属シ、當事者ニハ之

レヲ申立ツノン穫ナシ。筒、受命判事若クハ受託剰事二封シテ疏
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明ヲ爲スベキ場合ニハ、當該判事二此自由裁量権アリト看ノレベ

キ毛（響きご…合三1雲き素篠…三）、裁孚響所書記二付テヘ新三〇〇條

ノ如キ規定ナキヲ以テ、此権限ナシト徹サナケレバナラヌ（型皇

蕩響潔）

　保謹金ヲ供託シ、若クハ申述ノ眞實ナルコトヲ宣誓シ得ル者

ハ、新二六七條二項二定ムルガ如ク、當事者若クハ其法定代理

人ニシテ、法定代理人中ニハ、法人並二法人格ナキ杜團叉ハ財

團ノ代表者叉ハ管理人ヲ包含スル（契濠）。鐙入・鑑定入等へ自

ラ疏明ヲ爲ス場合アルモ（男会三合三篠二）、同條ニハr當事者若

クハ法定代理入」ト限定セラル・ヲ以テ、疏明二代へ、 保謹金

ノ供託若クハ眞實ナルコトノ宣誓ヲ爲シ得ザルモノト解スル。

尤モ同條二云フ當事者ヲr疏明ノ當事者」ト解スルナラ・㊦、〔註

一〕疏明ヲ爲スベキ謹入、鑑定入等ヲモ之レニ包括シ得ベキモ、

甚ダ苦シキ解繹ト云ハナケレバナラヌ。

〔註一〕長島、森田爾氏ハ此訊テ探・レモノ・如グ、「謹入、鑑定人、文書、槍讃

物ノ所持人等ハ本條ノ當事者二該1ン■ト明言セラレ7レ。雨氏共著前揚書第二

六七條（三一九頁）。併γナがラ民訴ノ慣用1・シテ、「當事者」ナ7レ襯念中二・

護人、鑑定人等テ包含セジム1レコト絶封ニナシ。何トナソバ・訴訟ノ構成二

於テ、謹入、鑑定人ハ、全グ當事者ト別個ノ地位二在・レガ故デアノレ。從クデ

民訴法典ガ、當事者ト云ヒテ、参加人、訴訟代理人等チ包括スル場合トハ同

一二論沁レコトハ出來ヌ。元來、當事者ト云ヘバ、「訴訟ノ當事者」チ指スコ

　ト民訴ノ蓮用ニシテ、斯ク甑二定マソル意義チ有スPシ術語二衡ジ、同一法典

中ノー條文二於テ、更二別個ノ意義チ附スノレカ“如キづトハ、立法技術ノ上ヨ

　リ観テ宥スベカラザル所二囑スァレ。
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　　立法論ト…ンテハ、余ハ、猫民訴法ノ「宣誓二代ハァレ保謹」ト同ジク、此場

　合、讃人、鑑定入ヲ・除外スンレ必要ナシト考フ（刑訴一入九條参照）。畢寛、前

　掲、長島、森田雨氏ノ所説ハ、起草者ノ手落チ補ハムトスノレ苦シキ解i鐸ト看

　か外ナシ。

當事者若クハ法定代理人ヲシテ、疏明二代へ宣誓ヲ爲サシム

ルニ就テハ、謹入ノ宣誓二關スル、新二八六條乃至二八九條ノ規

定ガ準用セラレル（諜…蒙七）。從ツテ其者ガ十六年未満ナルヵ・

叉ハ宣誓ノ趣旨ヲ理解シ能ハザル状況二在ルトキハ、此宣誓ヲ

爲サシムルコトヲ得ズ（箋藤入）。叉、宣誓ヲ爲サシムルニヘ謹

入宣誓ノ方式二撮ル（整圭交交諜）。但シロ頭辮論期日外二於テ疏

明ヲ爲スベキ場合ニハ、此宣誓モ期日外二於テ爲サシメ得ノシモ

ノト考ヘル。〔註一〕保談金ノ供託二就テヘ宣誓二關スル新二八

九條ノ如キ制限ナシ。其金額ハ、裁判所ガ事案二依り適當二決

スベキモノナルモ、大膿二於テ盧偽宣誓ノ場合二於ケル過料額

ヲ基準トスルガ妥當デア・ウ。

新法ニハ、如何ナル場合二於テ、保謹金ノ供託若クハ眞實ナ

ルコトノ宣誓ヲ以テ疏明二代ヘシメ得ルカノ規定ヲ敏ク。併シ

ナガラ此場合、裁判所ハ、心謹ヲ得ノンニ必要ナル訴訟資料ノ聚

集ヲ拠棄シ、當事者（又ハ法定代理人）ノ主張二人格的信頼ヲ

措クモノナレバ、自ラ相當ノ制限ガナケレノ“ナラヌ。〔註一〕余二

言ハシムレバ、此方法ハ當事者ノ主張二全人格的信頼ヲ措クモ

ノナルヲ以テ、當然、其者ノ行爲二属スル事實又ハ其者ノ實験

シタノレ事實二限定スベク、更二此等ノ事實ト錐モ、相手方二著
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シキ利害關係アノン事項ナノレカ、若クハ疏明ノ方法二困難セザル

揚合ニハ、之レヲ爲サシムベキニ非ズト考ヘル。〔註二〕從ツテ其

者ノ關知セザノレ他人ノ行爲二關スル事實fact＆alienaノ如キニ

就テヘ素ヨリ之レヲ許スベキニ非ズ。例之、忌避ノ原因アリ

トノ疏明ヲ爲ス場合ノ如シ（藝き癸榛圭餐）。〔註三〕其他、各場合二

就テハ、裁判所ノ認定ヲ待ツ外ナシ。〔註圏〕

　〔註一〕斯ク云＾バ甚ダ曖味ノ感ア7レモ、規定チ鮫グ爲メナレバ如何トモ爲γ

　難イ。

　　蜀民訴法ニハ、「宣誓二代アレ保謹」チ許サ岡レ場合二付キ、夫々、其旨ノ規

　定ガアか（同法四四條二項、四〇六條三項、五一一際a三項、五四六條三項）。

　併ミ／ナガラ笈二注意スベキノ、、猛釜民訴法ノ夫レ’ハ、我新法ノ規定ス1レ「保言登

　金ノ供託若〃ハ眞實ナァレコトノ宣誓」ト凡ベテノ瓢二於テ異ナリ、當事者ハ

　裁判所ノ命令ナジト錐モ之レチ爲シ得ベグ、裁判所ハ、當事者ノ「保言登」二因

　　り其心謹チ束縛セラレヌ。又、虚傭保謹ノ制裁ハ甚ダ重〃、刑事罰トナツテ

　居アレo從ツテ彼ノ制限チ以テ、直チニ我制限ト徹スコトチ得ザ1レ事情ガアル〆o

　〔註二〕後蓮ス7レガ如ク、當事者ガ保護金チ供託シ、若クハ眞實ナ7レコトノ宣

　誓チ爲シタル場合ニハ、裁判駈ハ其主張事實チ眞正ト徹ス外ナグ、而カモソ

　ノ虚傭ナリシコト後日剣明スノレモ、輕微ノ制裁チ課ス1レニ止マヌレチ以テ、暇

　令、其者ノ實験ジタァレ事實ナリト主張ス・ンモ、相手方二著シキ利害關係ア財

　事項ナラバ、疏明ノ外、之レチ許サ“ルガ至嘗デア7レ。例之、忌避ノ原因タ

　アレ事實チ自ラ實駿シタリト主張スル場合ノ如ジ。，叉、當事者ガ疏明ノ方法二

　困難セザ7レニモ拘ラズ、裁判所ガ進ンデ疏明二代アレ方法チ執ラシ幻ン必要ナ

　　キ理デアル。

　〔註三〕爾、訴七〇六探二項、七二〇條一項第一、七入O條第二等ノ場合モ

　亦、疏明ノミチ爲サシムベキモノト考ゐン。

　　長島、森田爾氏ハ、補助参加ノ理由（新六六條）並二訴訟費用額（新一〇〇。

　一〇一・｛深）ニイ寸テモ、1呆言登金ノ供託若クハ宣誓チ以テイ黛＾ミン・メザ1レチホ且當ト
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　スト設明セラレノレ。爾氏共著前掲書第二六七條註一（三二〇頁）。或ハ補助参

　加ノ理由二就デハ、魚cねahem若〃ハ相手方二著シキ利害關係アァレ事項トジ

　テ、疏明ノミチ許スチ適當トスウ場合欝ナγトセズトモ考八ラレシ。併γナ

　ガラ訴訟費用額二付テハ、疏明ノ外之レヂ許サぐツノ理由チ嚢見シ能ハヌ。

　否、費用項目二俵リテハ．疏明二代＾殊二眞實ナルコトノ宣誓チ爲サシムシ

　ガ、反ッテ適切ナ7レ場合多キ・ト・信ズァレ。

　〔註函〕保鐙金ノ供託若グハ眞實ナァンコトノ宣誓チ以テ、疏明二代＾γメ得ル

　場合トジテハ、新五六條一項、一〇〇際二項、～○一條一項、一一九條二項h

　二五五際一項、二入＝二條、（二九三條）、三四五條、第六編以下ニデハ第五〇〇

　條二項、五四七條二項、五六五條二項、八〇三條等チ塞ゲ得・レ。此等ノ場合

　ト躍モ、當事者ガ疏明ノ方法二困難セザか場合ニハ、之レチ爲サシムベキニ

　非ザかヤ勿論デア7レO

當事者（叉ハ法定代理人）ガ、裁判所ノ命二依り、疏明二代

へ保談金ヲ供託シ、若クハ眞實ナルコトノ宣誓ヲ爲シタルトキ

ハ、裁判所ハ其者ノ申述ヲ眞實ト看倣スベク、措信セザルノ嘗

由ナキハ當然デアル。〔註纈〕併シナガラ當事者ハ、裁判所ヨリ、

疏明二代へ保謹金ノ供託若クハ具實ナルコトノ宣誓ヲ命ぜラレ

タル揚合ト雛モ、俺、適當ナル謹援ヲ以テ疏明スル事ヲ妨ゲラル

ルモノニ非ズシテ、此場合、裁判所ハ、當事者ガ其命二慮ぜザノレ

ノ故ヲ以テ、直チニ否定的心謹ヲ有ツ可カラザルモノト信ズル。

　〔註一〕濁民訴法ノ「宣誓二代7ン保謹」二就テハ、裁判所ノ心謹チ束縛セズ1・

　ノ説力・ア餌。VgLSeu序ert：一K・mment岱L　Bd4zu§2941e（9477）・

　是レ蓋シ蜀民訴法ノ　「宣誓二代アレ保謹」ハ。前述ノ如〃疏明ノー方法二γ

　テ、且ツ裁判所ノ職樺二俵かノ外、當事者自ラノ串出二俵り、之ソチ爲γ得

　ルモノナルガ故デアかo然アレニ我新法ノ規定スFレ「保護金ノ供託若クハ眞實

　ナルコトノ宣誓Jハ、疏明二代＾、裁判所ガ其自由裁量二俵7レ職椹チ以テ之
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　レチ命ズ1ン毛ノニシデ、當事者ニハ、自曇的ユ申出ヅル櫨ナシトス7レ。然ラ

　バ當事者ガ、裁判所ノ命二運ヒ之レチ爲シタ1レ以上、裁判所ハ其申述チ眞實

　ト看徹ス義務アリト云ハナ〃レバナラヌ。

當事者（叉ハ法定代理入）ヲシテ、疏明二代へ保談金ヲ供託

セシメ、若クハ翼實ナルコトノ宣誓ヲ爲サシメテ其者ノ申述ヲ

眞實ト認ムル所以ノモノハ、其者二封スル入格的信頼ヲ基礎ト

爲スコト既述ノ如シ。然ラ漣萬一其申述ガ虚儒ナリシ場合ニハ、

相當ノ制裁ヲ課スベキコト素ヨリ當然ニシテ、濁民訴法ハ虚儒

保讃二封シ刑事罰ヲ以テ之レニ臨ムモ、〔註圃〕我新法♪・、簡易疏

明手績トシテ、比較的輕微ナノン秩序罰ヲ課スルニ止ムル。即チ

保讃金ヲ供託セシメタル場合ニハ其保談金ヲ没牧シ、宣誓ヲ爲

サシメタル場合ニハ五百圓以下ノ過料二庭スル（藝柔奔諜’）。〔註二〕

此制裁ハ、訴訟手綾二於ケル秩序罰二外ナラザルヲ以テ、事件ヅ

裁判所ヲ離騰シタノレ後、帥チ訴訟繋属ノ終了後ニハ原則トシテ

之レヲ課シ得ザルモノデアル。〔註罵〕併シナガラ事件ガ、筒、裁判

所二繋属スル限リハ、既二上級裁判所二移審セラレタノレ後ト錐

モ、素ヨリ此裁判ヲ爲スニ妨ゲナク、而シテ其裁判ハ、宣誓若ク

ハ保詮金ノ供託ヲ爲サシメタル裁判所、決定ヲ以テ之レヲ爲ス

ノデアル。〔註四〕此決定二i封シテハ、蔀時抗告ガ許サレル（弩藤七）。

　〔註一〕：本項前段二入五頁〔註一〕参照。

　〔註二〕　改正調査委員會二於デ、原嘉道博：士ハ、虚傷宣警ノ場含ノ過料額ガ低

　キニ過グ1レコトチ幾難セラレ、刑事罰二改ム7レモ可ナリト主張セラレタ。：吾

　人ハ、之レニ同感デア7レ。其結果トγテ、原案ノ五百圓ガ確定草案二於テ千
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圓玉改メラレシニ、貴族院二於テ再ビ五百圓二還元セラレタノデア7レ。前揚

遽記録五三九頁以下参照。

　此虚傭宣誓二封ス1ン過料額ハ、一面、供託セジムベキ保誰金ノ額二付キ標

準トモナウモノニジテ、其最高五百圓ハ、謹人義務不逡守ノ場合ノ過料最高

額ト同ジ〃（新二七七、二入四、二九三條）、虚鱈ノ陳述チ爲γタ1ン當事者二

i封スル制裁トγテハ、輕微二失スル嫌iヒガアか。斯ク新法ガ、輕微ナァレ制裁

二止メタ7ンハ、鰭デ此方法ガ、簡易疏明方法タ7レニ過ギザ7レコトチ示スモノ

ト云フベ〃、然ラバ裁判所ハ．之レニ多大ノ信頼チ措カザツチ以テ至當トスシ

（例之、蔑違ノ如グ、相手方二著ジキ利害關係アル事項二就デハ疏明ノ外許

サ門ンガ如γ）。

　斯ク新法ガ．飴り二重要競セザ7レ事項二「宣誓」ナァレ用語チ使用γタンレコ

トハ、新法ガ、宣誓義務チ高調シ、宣誓ノ儀式チ嚴粛二行ハジムベク特二一

ケ條（二入六探）チ設ヶタァレト封比シテ、権衡チ失スァレ。須ラク他二緩和も／タ

〃適當ノ用語チ索ムァンカ、或ハ叉、噺然、刑事罰チ以テ之レニ臨ムベカリシ

モノト考！・ツ。猫民訴法ガ、刑事罰ノ制裁チ以テ臨ムニモ掬ラズ、夫レガ疏

明方法二代アレ比較的輕微ノモノナルノ故チ以テ、「宣誓」Eidノ用語チ避ケテ、

特二「宣誓二代か眞實ノ保誰』VersicherungderWahri・eitanEidesstattト

構セシノ用意ハ、洵二推賞二値ス7レ。

〔註三〕尤モ訴訟繋屡終了後ト錐モ、億、保讃金チ還付セザ1ン間囲、少クトモ

其保護金二關シテハ、倫、裁判所ノ繋露チ離脱セザァンモノナアレチ以テ、浸牧

スァレチ妨ゲザか筋合デわレ。併シナガラ既二還付ジタ1ン後ハ、暇令、未ダ事

件ノ終了二至ラザルモ、浸牧不可能トナ7レo

　長島、森田爾氏ハ、上記新二六九縢二俵7レ虚傭宣誓奨封スシ裁判チ爲シ得

アレ時期二付ギ「第三三九條ノ説明チ参照セヨ」ト云ヒ、同探下二於テ、新四

二〇條一項七號二俵り再審ノ訴チ提越シ得7レ期問、部チ本訴判決確定後五ケ

年間、此裁判チ爲シ得7レモノト設明セラ7レ。之レニ婁スか反駁ハ、纒メデ後

述ス1レ。本章第六笛三三六頁〔註一〕参照。

〔註四〕盧傭宣誓二豊ス1レ過料ノ裁剣ハ、新二六九條二「宣誓チ爲サシメタツ

裁例所」トアリ、疑問ノ鯨地ナキモ、問題ハ、保言登金没牧ノ場合ニシ〆テ、新
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　二六八條ニハ、軍二裁判所トア7レチ以テ、或ハ現二事件ノ繋驕殉ン裁例所（郎

　チ申蓮ノ虚傭ナ9も／コ唱トチ登‘見γタンレ當時｝ノ）　ガ浸牧ノ裁判チ爲スベキモノ

　トモ解セラレか。併シナガラ保謹金浸敦ノ場合チ、虚傭宣警二俵1レ過料ノi裁

　列ト特二其取扱ヒチ異ニスル理由ナキノミナラズ、新二六八條二特二裁判勝

　チ指定ヤサリジハ、或ハ手綾規則上、浸敗手綾チ爲スベキ裁凋所チ暗獣二指

　示ジタァレモノ｝モ考＾ラレ7レ。然ラバ結局二於テ、保謹金ノ供託チ命ジタ7レ

　裁鋼所ガ、浸牧ノ裁判チ爲スコト・ナウ。長島、森田爾馬共著前揚書、第二

　：六入條ノ説明参照。

　　衙、受命鋼事ガ、保謹金ノ供託叉ハ宣誓チ爲サシメタル場合ニハ、其判事

　所庵ノ裁判所、此裁判チ爲スベキモノトス。同説、長島・森田爾氏共著前揚

　書三ニニ頁、並二三二四頁参照。

VI狂　謹罎調ノ費用

新法ハ、謹擦調費用ノ豫納二關スル奮二八八條ヲ訴訟費用二

關スルー般的規定二改メ、第三章第三節「訴訟費用ノ負捲」ノ

筋下二之レヲ移シタ。訴訟費用ノ豫納ハ、讃擦調ノ費用ノミニ

限ラザル問題ナルヲ以テ新法ノ修正ヲ相當トスル。

讃翻ノ費用一、裁判所ノ命一依蟷鞘（簿灌灘蕪よ季

欝識當）一於橡納バキコ嗜法洞ジ（叢奮2交墜篠）。但シ

新法ハ、當事者ガ命ぜラレタル費用ノ豫納ヲ爲サ・“ル場合二付

キ、當該謹檬調ヲ爲スト爲サゾルトヲ、裁判所ノ自由裁量二委

シタ（諜三量六〉。元來ガ費用ノ假支出ニシテ・結局ノ負捲者ハ終

局判決ヲ待チテ決スベキモノナレノぐ（甕諜）、或ハ相手方昌テ豫納

スルコトアルベク、叉、裁判所トシテモ、後日之レヲ取立ッノγ

方法ナキニ非ザルガ故二（暴藝葉撰）、カ・ル飴地ヲ與ヘタルハ洵
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二適當デアル。

問題ハ、職権二依ル調査ノ囑託並二職権謹篠調ノ場合デアル

ガ（藝圭藤、二）、此場合・其費用ヲ必ズシモ原告二負捲セシムベ

キニ非ズ、其事項二付キ墨談責任アル當事者二封シ費用ノ豫納

ヲ命ズベキモノト考ヘル。若シ當事者二於テ其費用ヲ豫納セ

ズ、而カモ裁判所ガ其調査若クハ1澄擦調ヲ爲ス必要アリト認メ

タルトキハ、民訴費用法ノ規定二基キ、後日、訴訟費用ノ負旛

者ヨ煉立ツ桝ナシ（騰入）。

第二節謹人訊間
1．i総　説

新法ハ、奮法ノ「人謹」ヲr讃人訊問」ト改メ、第二七一條

以下二其規定ヲ設クル。新法ノ重ナル改正ハ、謹入忌避ノ制度

（董藤○）ヲ屡止シタルト、謹言拒絶ノ範園ヲ縮少シタノントニアノレ。

此等ハ、裁判所ノ自由心謹二信頼シテ、謹人訊問二依ノン採謹ノ

範園ヲ籏張シタルモノニ外ナラヌ。

護人ノ意義二就テハ、本書二蓮ブル暇ナシ。新法ハ、謹人義

務ヲ以テ、何入モ當然負捲スル公法上ノ義務ト倣スモノ・如ク、

奮二八九條ノ規定ヲ改メテ、r裁判所ハ別段ノ規定アル場合ヲ除

クノ外何入ト錐謹人トシテ訊問スルコトヲ得」ト、裁判所ノ職

権規定ノ形式ヲ執ツタ。〔註繭〕而シテ新法ハ、其「別段ノ規定、iト
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シテ、官吏、議員等ヲ謹人トシテ訊問スル場合二付キ、善法昌

比シ詳細ナル規定ヲ設クノレ。帥チ次ノ如シ。

　〔註一〕長島、森田爾氏ハ、「國民護言ノ義務チ高潮スヌン主旨二於デ、奮法ノ如

　〃義務（國民ノ）ノ方面ヨリ規定スツヲ』適當ナリトスベシ3ト説カソシ。雨

　氏共著前掲書第二七一條（三二五頁）。併シナガラ新法ノ起草者ハ、本法チ訴

　訟法規トγテ絡始セツムかノ趣旨ニテ、本法中二、訴法關係以外昌瓦か事項、

　若クハ叉裁判機關以外ノ官聴、官吏ノ行爲等チ直接二規定ス疵コトチ進ケタ

　　かノ態度顯然タァレモノガアァレ。例之．奮二九〇探二項、二九三條後段等ノ規

　定形式ハ、薪法二於デ之レチ登見ジ能ハヌ。然ラバ新法が、謹入義務（訴訟

　法上ノ義務タFン出頭、謹言、宣誓ノ義務ト匿別スベシ）チ以テ國民ノー般的

　義務トシテ本法中二直接ノ規定チ設ケザリヲハ、此趣旨チー貫セジモノト云

　　フベ〃、強チニ批難シ能ハヌ。余ハ跣二新法ノ規定スラモ當然ノ事理トシ’テ

　不必要ナリト考フ。因ミニ猫、懊、匂ノ民訴法ニハ、鶴二八九條二該ル規定

　　ハ勿論、i新二二七一條二該アレ規定モ功ζ存ジテ居ラヌo

第一、官吏又ハ官吏タリシ者ヲ談人トシテ職務上ノ秘密二付キ

　訊問スル場合二於テハ、裁判所ハ當該官磨ノ承認ヲ得ルコト

ヲ要ス（鷲謝。

　本條ハ奮二九〇條二該ル。奮法ハ、所属磨ノ謹言不許可ヲ

　r國家ノ安寧ヲ害スル恐アルトキ」二限定セルモ（藻茎農○）、〔註

　一〕其限定ノ範園飴リ狡少二失スルヲ以テ、此規定ヲ創除シ、

　職務上ノ秘密事項ナラ・“、凡ベテ訊問ヲ拒絶シ得ルコト・爲

　シタ。而シテ職務上ノ秘密二属スルヤ否ヤノ認定ハ、素ヨリ

　承認ヲ與フル官磨ノ裁量二在ル。〔註二〕斯ク新法ガ、職務上ノ

　秘密事項ナリヤ否ヤノ認定ノ標準ヲ除去シタルコトハ、刑訴

　法ガ依然トシテ「帝國ノ安寧ヲ害スル場合ヲ除クノ外承認ヲ
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拒ムコトヲ得ズ」（董擁二議）ト規定セルニ比較シ・菅二其灌衝ヲ

失スルニ止マラズ、是レガ爲メ民事訴訟二就テハ徒ラニ官吏

ノ謹言ヲ疏止セムトスル官僚的傾向ヲ助長登達セシメズム囲

幸デアル。

〔註一〕奮二九〇條三項二云フ「國家ノ安寧」ハ、恐ラク岡項二該ル猫民訴法

　三七六條（養三四一條）二項ノWohle　des：Reie1ユsノ鐸語ナラムモ、寧ロ帝

　國ノら幅1祉』若〃ハ「：利福」ト講；スかガ可ナラムカo「安寧」1・ハ、語勢強キ

　ニ失ス炉。尤モ刑訴一八五條一項ニハ．依然トジテ「帝國ノ安寧チ害スか場

　合チ除〃ノ外」トァ7レo

　〔註二〕　Stei11－Jonasε一KommentarフBd．1．zu376，1．（S．965）、

　両、此規定ハ、公務員ニモ準用セラレノレ（譲圭蓑二）。

第＝、國務大臣、宮内大臣、内大臣、椹密院議長、福密院副議

長、福密顧問官、會計槍査院長、元帥、滲謀総長、海軍軍令

部長、敏育総監若クハ軍事滲議官叉ハ此等ノ職二在リタル者

ヲ謹入トシテ職務．とノ秘密二付訊問スル場合二於テハ、裁判

所ハ勅許ヲ得脚トヲ要ス（墾七）．

　奮法ハ、大臣二就テノミ勅許ヲ得ベキ旨ノ規定ヲ設ケタル

威転鰻深）・大臣以外㍉像其監督饒ナ猪アノレヲ以

テ、新法ハ、親任官ニシテ而ヵモ之レガ職務上ノ監督官磨ナ

キ者ヲ列撃シ、勅許ヲ得ベキモノト定メタノデアノレ。

第……、貴族院若ク・・衆議院ノ議員又ハ議員タリシ者ヲ謹入トシ

テ職務上ノ秘密二付訊問スル揚合二於テハ、裁判所ハ其ノ院

ノ承認ヲ得ノレコトヲ要ス（翫七）。
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　本條ハ、奮法二敏ケタノレヲ、新法ガ新タニ設ケシモノニシ

　テ、至當ノ規定デアル。夙二猫民訴法ニハ、此規定ガアツタ

（羅蓑璽謹蓑項・）。

訴訟法ノ規定二依り、謹入訊問二勅許叉ハ承認ヲ必要トスル

場合、以．ヒノ如シ。〔註一〕而シテ裁判所ガ、必要ナル勅許叉ノ・承

認ヲ得タル場合ニハ、其旨ヲ詮人二通知スベキコト、新法二規

定ナシト錐モ當然ト云ハナケレバナラヌ（董垂蓼最條）。

　〔註一〕　訴訟法以外二、謹人トシテ訊問スシニ付キ勅許叉ハ承認チ必要トス遊

　規定ナシトセヌ。例之、皇族二關ス7レ皇室典範五一條ノ如シ。

　II・講訟法上ノ謹人義務

訴訟法ガ、談入二封シ課スル義務ヲ分チテ、出頭ノ義務、謹’

言ノ義務、宣誓ノ義務ノ三トスル。此義務二關スル新法規定ノ

大要次ノ如シ。

第一、出頭ノ義務

　謹入ハ、凡ベテ事件ノ繋屡スル受訴裁判所二出頭ノ義務ア

　ルモ、次二掲グノレ揚合二・・、出頭義務ノ至部叉ハー部ヲ菟除

　セラレル（舞藤七）。蔀チ其所在二於テ訊問ヲ受ケ・若クハ所在

　地ズ匿裁判所二出頭スレバ足ル。

　1．詮入ガ受訴裁判所二出頭スル義務ナキトキ、叉ハ正當ノ

　事由二因リ出頭スルコト能ノ・ザルトキ。

　謹入トシテ全然、出頭ノ義務ヲ負推セザル者ハ、皇族ヲ除

　キテ他ニナシ。〔註一〕國務大臣ガ、其官磨ノ所在地、其他職務
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執行ノ地二在り、又、帝國議會ノ議員ガ、開會期聞中、其議

會ノ所在地二滞在スル場合ノ如キハ、後段r正當ノ事由二因

り出頭スルコト能ハザルトキ」二該當スルモノトシテ、其地

以外ノ受訴裁判所二出頭ノ義務ヲ兎除セラレル（隻饗集）。

其他ノ者ト錐モ、之レニ該當スルモノトシテ、受訴裁判所二

出頭スルノ義務ヲ冤除セラノレ・コトガアリ得ル。例之、特別

ナル事情二依り其職務若クハ業務執行地ヲ離レ得ザルカ、或

ハ又、疾病其他ノ事由ノ爲メ受訴裁判所二出頭スル能ハザル

場合ノ如シ（難募盆條）。

〔註一〕奮法ニハ、皇族ノ出頭義務チ冤除ス7ンノ規定アリシモ（藍二九六探一

　項）、新法ハ之レチ皇室ノ自治規定二譲ツタ。郎チ皇室裁判令第二九條二「皇

　族誰入トナ1レトキハ其ノ所在二就テ訊問チ爲スベ・ン」トアノレ。

　以上、皇族ノ場合ヲ除キ、新法ハ、謹人ガ果シテ正當ノ事

由二因リ出頭スルコト能ハザルヤ否ヤヲ受訴裁判所ノ認定二

委シ、奮法ノ如クイ固別的二其規定ヲ設ケナカツタノデアノレ。

2　談人ガ受訴裁判所二出頭スルニ付キ、不相當ノ費用又ハ

時問ヲ要．スノレトキ。

　是レハ、奮法三一八條第三二該ル。

　以上、1・2・二該當スルトキハ、受命判事若クハ受託判事

ヲシテ其所在二就キ、又ハ其地ノ’匿裁判所二於テ訊問セシム

ルノデアルガ、新二六五條一項前段二依り、受訴裁判所自ラ

之レヲ爲スコトヲ妨ゲヌ。〔註一〕叉、讃人ヲ槍謹ノ場所ニテ訊
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問刃秘要アノシガ雛場合一一（蒙蓼盆條）・同ジ噺二六五

條一項二依り、謹入ヲ其場所二出頭セシメ得ル。

〔註一〕　前節V・二七七頁〔註一〕参照。

　新法ハ誰人不出頭ノ翻裁ヲ、稽存嚴ナラシメタ。帥チ謹人

ガ正當ノ事由ナクシテ出頭セザルトキハ、決定ヲ以テ、之レ

ニ因リテ生ジタル費用ノ負捲ヲ命ジ、且ツ五百圓以下ノ過料

魂スノン（転七）．奮脚封照スノンー、罰金ヲ邉料磁メタノシ

モ、其額著シク昂マリ、奮法ノ定ムル最高額二十圓二封シテハ

勿論、刑訴法ノ定ムル翻裁、郎チ百圓以下ノ過料（璽巷藤〉ト比

較シテ著シク高額デアル。蓋シ民事訴訟二在リテハ、一般二

謹入義務ヲ輕覗スルノ傾向アルヲ以テ、之レヲ矯メムトセシ

モノデア・ウ。筒、此裁判二封シ、新法ハ郎時抗告ノミヲ許

シ、奮法ノ如ク、原裁判所ガ自ラ其決定ヲ取浩シ得ルノ途ヲ

設ケテ居ラヌ（葎蓼姦五）〔註一〕。

〔註一〕　斯クi新法ニテハ、i過料ノ額ノ昂メラレタ7レノミナラズ、原裁判研ノ裁

　判取澗チ認メザかチ以テ、須ラク』此裁堀チ爲スニハ愼1重ノ態度チ持シ、不参：

　届ナシト錐モ、爾、事情チ調査ス1レノ手績チ執7ンガ至當デアヌレ。

　街、謹人ガ正當ノ事由ナクシテ出頭セザノレトキ2・、勾引ヲ

命ズルコトヲ得ベク｛此勾引二付キ、新法ハ刑事訴訟法中勾

引二關スル規定ヲ準用スルコト・爲シタ（薬藻七）。此塵二準用

セラル・刑訴法ノ規定ハ、同法一九三條（一〇〇條乃至一〇五

條及ビー〇九條）並二一九四條一項ニシテ、之レニ依レ漣、裁
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判所ハ再度不出頭ノ場合昌非ズト錐モ勾引ヲ命ジ得ベク・而

カモ奮法ト異ナリ、抗告二依り其執行ヲ停止セヌ（董垂窪賑條）。

叉、勾引状ノ執行ハ、司法警察官吏之レヲ爲シ（習哲篠）、執達

吏ノ手ヲ借リザルコト・ナッタ。

第二、謹言ノ義務

　謹言ノ義務ハ、讃入義務ノ核心ヲ爲スモノニシテ、新法ハ

採謹ノ範園ヲ籏ムルガ爲メ、奮二七九條ノ定ムル全部的謹言

拒絶ヲ許サ・・ルコト・爲シ、同條ヲ創除シタ。但シ謹人ノ立

場ヲモ顧慮シ、別二宣誓拒繕ノ途ヲ拓キシコト後述スルガ如

　シ（塾藤九）。謹言ノー部拒絶ハ新法ト雛モ之ヲ認メ、謹人叉ハ

其周園ノ者ノ身上ノ事由二基ク場合ト、然ラザルー般的事由

　二基ク場合トニ分チテ規定ヲ設．クル。即チ次ノ如シ。

　イ、身上ノ事由二基ク詮言ノ拒縄　　謹言ノ内容タル事項ガ

　謹人叉ハ　1．謹人ノ配偶者、・四親等内ノ血族若ノ・三親等内

　ノ姻族叉ハ謹人ノ家ノ戸主（但シ親族二付テハ親族關係ノ止

　ミタル後亦同シ）2．詮人ノ後見人又ハ謹人ノ後見ヲ受クノレ

　者、3．讃入ガ主人トシテ仕フル者　　ノ刑事上ノ訴追又ハ

　庭罰ヲ招ク虞レアルカ、叉ハ此等ノ者ノ恥辱二蹄スベキ場合

　ニハ、其事項二限り謹言ヲ拒絶シ得ル（暫濠入〉。

　此規定ハ、薔二九八條第三ヲ修正シタルモノニシテ、謹入

　ガ後見人タノレ揚合ヲ加へ、軍純ナル同居者ヲ除キタノレ黙二於

　テ異ナル。序ナガラ新法へ同條（隻藤九）第四ヲ削除シ、讃言
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事項ガ、謹人又ハ上記ノ者ノ爲メ直接二財産権一Lノ損害ヲ生

ゼシムルコトヲ以テ、讃言拒絶ノ事由ト爲サ・リシコトニ注

意ヲ要〃（讐誰欝離無雛）．

口、獣秘義務二基ク謹言ノ拒絶　　讃入二黙秘ノ義務アノレガ

爲メ、新法ガ、其事項二付キ謹言ノ拒絶ヲ許シタル揚合ハ、

新二八一條二列墨セラレル。帥チ

1・第二七二條乃至第二七四條ノ場合、即チ此等條文二列墨

　ノ者ガ謹人トシテ訊問セラレシ際、其訊問ガ、偶々、職務

上ノ秘密事項二及ピシトキ

a　讐師、歯科讐師、藥剤師、藥種商、産婆、i辮護士、辮理

士、辮護入、公詮入、宗致叉ハ薦祀ノ職二在ル者又ハ此等

　ノ職二在リタル者ガ、職務上知リタル事實ニシテ、黙秘ス

ベキモノニ付キ訊問ヲ受クルトキ

3．　技術叉ハ職業ノ秘密二關スル事項二付キ、訊問ヲ受クル

　トキ

是レデアノレ。但シ此等ノ場合ト錐モ、黙秘ノ義務ヲ苑ゼラレ

タル場合ニハ、謹言ヲ拒絶シ得ヌ（護…瑳一）。

以上新法ノ規定ハ、奮二九八條第一、第二並二二九九條二

項二若干ノ修正ヲ加ヘシニ止マリ、特二読明スベキ黙ナシ。

〔註一〕

〔註一〕一言附加ノ要ア膨ハ、市町村會議員等、地方自治艦ノ議員ガ職務上知

　リタ1レ獣秘事項二付キ讃言桓縄ノ規定チ鉄〃コトデアァレ。此鮎二就テハ、跣
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　二改正調査委員會ニテ議論アリ、起草委員二於テモ反封ノ意見アリシニ非ザ

　膨ガ如グナルニ、侮其規定チ設〃ザリジハ何故デアかカ（司法省藏版、前掲

　i速記録五四四頁以下、同上綾巻一四八頁参照）。規定ナキ婁上、新二八一條

　三號二依ザ職業ノ秘密二關スノレ事項」ト看徹ス外ナカ7レベキモ、甚ダ苦シキ

　解繹ト云ハナケレバナラヌ。

　詮言拒絶ノ理由ハ、之レヲ疏明シナケレバナラヌ（藝藤入）。

期日前二談言ノ拒縄ヲ爲シタノシ場合、新法ニハ當該期日二出

頭ノ義務ナキ旨ノ規定ヲ存セザルモ（董義雲最條）、筒、其不出頭

　二付キ正當ノ事由アルモノト云ハナケレ陣ナラヌ。謹言ノ拒

絶アリタルトキハ、受訴裁判所ハ、當事者ヲ審訊シタル上、

其當否ヲ裁判スベク、此裁判二封シテハ、當事者及ゼ讃入ヨ

　リ郎時抗告ヲ爲シ得ル（藝藤入）。尤モ官吏、議員等み職務上ノ

秘密事項二付テハ、第二七二條乃至第二七四條ノ規定二依り、

勅許若クハ承認ヲ得ルノ手綾ヲ執ルベク、裁判所自ラ其拒絶

　ノ當否ヲ裁判スベキニ非ザノレヤ勿論デアル（墾震喬霞條）。

　謹言担絶ヲ理由ナシトスル裁判確定シタル後、爾、謹人ガ

故ナク談言ヲ拒ムトキハ、不出頭ノ揚合ト同ジク、決定ヲ以

　テ之レニ因リテ生ジタル費用ノ負澹ヲ命ジ、且ッ五百圓以下

　ノ過料二塵．スル（塑毛全器）。新法ハ此裁判二封シ即時抗告ヲ許

　シ、從ツテ奮法二於ケルト同ジク執行ヲ停止スルノ敷カヲ有

スル（㌍蚕入）。

第三、宣誓ノ義務

　宣誓ノ義務ハ、謹言ノ義務葺當然附随スベキモノナノレモ、
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街、是レガ例外タル場合モアノレ。新法ハ、分チテ宣誓ヲ爲サ

シメ得ザル場合ト、謹人二封シ宣誓拒絶ノ権利ヲ典7ル場合

ト爲ス。

讃人トシテ訊問スルニ際シ、宣誓ヲ爲サシメ得ザル者ハ、

1・十六年未満ノ者

2。宣誓ノ趣旨ヲ理解スルコト能ハザル者

ニシテ（甕藤入）、奮三一〇條第一、ニニ定ムル虜ト同ジ。同條

第三「刑事上ノ判決二因り公権ヲ剥奪叉ハ停止セラレタル者」

ハ、新法二在リテ・・、其他一般ノ謹入ト異ナノレ取扱ヲ爲サヌ。

蓋シ至當ト云ハナケレバナラヌ。

次二奮法二依レ漣、身上ノ事由二因り、謹言ノ拒絶ヲ爲シ得

ベクシテ拒縄セザリシ者蛇二訴訟ノ成績二直接利害關係ヲ有

スル者ヲ訊問スルニ當リテモ、同ジク宣誓ヲ爲サシメ得ナカ

ツタ（蒙毒7呈條）。然ルニ新法へ新二八九條二列墨セラレタル

以外ノ者ヲ訊問スルニ・＼凡ベテ宣誓ヲ爲サシムルヲ療則ト

シ、例外トシテ、謹入又ハ謹入ト新二八○條二揚グル關係ア

ル者二、著シキ利害關係アル事項二付キ訊問ヲ爲ス場合ニハ、

謹入二於テ宣誓ヲ拒絶シ得ルモノト爲シ（塑藤九）、更二謹人ガ

新二八○條二列墨ノ身上ノ事由二基キ謹言ヲ拒絶シ得ルニモ

拘ラズ詮言ヲ拒絶セザリシ場合ニハ、裁判所ガ進ムデ宣誓ヲ

爲サシメザルコトヲ得ルモノト定メタ（暫露九）。斯ク謹言二i封

シ宣誓ヲ爲サシムルヲ原則｝シ、是レガ例外トシテ、段階的
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　二宣誓義務ヲ緩和スルコトハ、趣旨トシテ反饗スルニ非ザル

　モ、如何二自由心謹主義ヲ執ルP・云へ、宣誓ヲ拒絶シテ謹

言ヲ爲スコトヲ許スガ如キハ、謹言ノ本旨二悸り、経験的ニ

　モ頗ル危険ナル探讃方法ト云ハナケレバナラヌ。〔註一〕寧質奮

法ノ如ク宣誓ヲ爲サシメザルヲ以テ優レリトスル。

　〔註一〕司法省藏版、前揚速記録綾巻一五五頁、原嘉道博士質問参照。

　宣誓拒絶ノ手績二付テハ、奮法ト同ジク讃言拒絶ノ規定ヲ

　準用スルモノトシ、宣誓拒絶ヲ理由ナシトスル裁判確定シタ

　ノレニモ拘ラズ、術、謹人ガ故ナク宣誓ヲ拒ムトキハ、謹人不

　出頭ノ場合ノ規定ヲ準用シ、費用ノ負罐ト五百圓以下ノ過料

二慮ス雇藝諾）．

皿・謹人諦闘手綾

第一、談入訊問ノ申出虹二謹入ノ呼出

　讃入訊問ノ申出一礎人ヲ指定スベク（塾藻七）、且噺二五

　八條二云7r謹スベキ事實」トハ、奮法二云7r訊問ヲ受ク

　ベキ事實」二外ナラズシテ、之レヲモ表示シナケレバナラヌ。

此等・凡べ稽法撰ナノ棚ナシ（藤舞一）．

　次二讃人ノ期日呼出ハ、呼出欺ヲ邊達シテ之レヲ爲スベク

　（蕃二昊9篠〉、此呼出状ニハ、次ノ事項ヲ記載シナケレバナラ

ヌ（無七）．

　1・當事者ノ表示

　2。訊問事項ノ要領
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　3・出頭セザル場合二於ケル法律上ノ制裁

　　以上ハ、謹人ノ呼出状トシテ其記載ヲ敏クコトヲ得ヌ。奮

　法ノ㍉荷、他二記載事項ヲ定メタルモ（藝ヨ釜蓼擁第）、謹人ノ出

　頭スベ：キ場所及ゼ日時、裁判所名等ハ當然二言己載セラノレベキ

　事項ナルヲ以テ、新法ニハ記載要件ヨリ之レヲ除イタ。

第二、訊問開始前ノ手績

　　詮人ノ訊問前、適當ノ方法ヲ以テ、人違ナラザルコトヲ判然

　ナラシムベキハ當然ノ事柄二属スノレヲ以テ、i新法ハ、唯、訊問

　前宣誓ヲ爲サシムベキ旨ノ規定ヲ置クニ止メタ（藝さ委羨墜墓）。

　　宣誓ハ、裁判長之レヲ爲サシムルモノニシテ、新法ハ宣誓

　ノ敷果ヲ暴グルガ爲メ、宣誓前、儂謹ノ罰ヲ警告スルニ止マ

　ラズ・特二宣誓ノ趣旨ヲ諭示スベキモノト定メ（蕃三合夫綾）、

　而カモ特二r宣誓ハ起立シテ嚴粛二行フコトヲ要ス」（藝藤八）

　トノーケ條ヲ設ケタ。

　　衣二新法ハ宣誓ノ方法二付キ規定ヲ設ケ、讃入自ラ宣誓書

　ヲ朗護スルコトヲ以テ原則トシタ（藻ヨ全八）。宣誓書ノ文言ハ

　蛋法ト同ジ（響三合全榛二項）。術、宣誓ヲ爲サシメズシテ謹人ヲ

　訊問シタルトキハ、其旨及ビ事由ヲ調書二記載シナケレバナ

ラヌ（墾九）．

　　宣誓ハ、新法二在リテモ、特別ノ事由アノレトキハ、訊問後

　二之レヲ爲サシメ得ル（藻這垂五）。

第三、訊問ノ方法
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　訊問ノ順序、内容等二就テハ、新法ハ、奮法三一二、三一

三條ノ如キ規定ヲ設ケズ、凡ベテ裁判長ノ自由裁量二之レヲ

委シ、訊問ノ方法二付キ、奮法ノ規定ヲ改メタルノ外、街、

若干新タナル規定ヲ加ヘタ。即チ次ノ如シ◎

　談入相互ノ封質ハ、新奮法共二認ム彫所デアルガ、新法ハ

奮法ノ如ク謹入ノ供述互二齪灘シタル場合ト云ハズ、凡ベテ

裁判長ガ必要アリト認ムルトキハ封質ヲ命ジ得ル（蕃…垂里楼

壼）。而シテ此劃質二備ヘムガ爲メ・裁判長ガ必要アリト認ム

ルトキヘ後二訊問スベキ謹人二在i廷ヲ許シ得ル（藝藻九〉。全

薦法トー鵬ノ規定けツタ（転葬條）．

　次二奮法ハ、算藪ノ關係二限り、讃入二畳書ヲ用ヰルコト

ヲ許シタルモ、新法ハ、裁判長ノ許可アレバ、事項二制限ナ

ク書類二依り陳述ヲ爲シ得ル（覆這馨七）。〔註一〕

〔註一〕條丈ニハ裁判長ノ許可トア1レモ、場合二俵リデハ、積極的二書類ノ使

　用チ命ズ1レチ慎宜ト徹ス場合アかべ〃、實際問題トシテハ、同條並二前條（其

　他必要ナル行爲ノ命）ノ運用二依四其目的チi達シ得ベキモ、條文ノ髄裁些力

　愛當チ失スアレ。

　立法論トシテハ、蕾二讃人二i封シ書類ノ使用チ許可スか二止マラズ、事情

　二因リテハ其使用チ命ジ、更二進ムデハ、濁民訴法三七七條三、四項（一九

　二四年ノ務民訴法改正律令二俵1レ）ノ如ク書類ノ提出チ以テ謹人ノ出頭二代

　＾シ、ムシモ可ナリト信ズル。

　新法ガ新タニ規定ヲ設ケタルハ、則チ裁判長ガ必要アリト

認ムルトキハ、誼人ヲシテ文字ノ手記、其他必要ナル行爲ヲ爲
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サシメ得ルコトデアル（塾藤九）。本條二依り讃入ヲシテ爲サシ

メ得ル行爲ハ、當然、護言二附随シテ必要ナル程度ノ行爲ナ

ノレベク、然リトセバ、謹人ガ命ぜラレタル行爲ヲ爲サ・“ル場

合ニハ、讃言拒絶ノ規定二依り彊制シ得ルモノト解セラレル。

〔註一・〕

〔註一〕　同説、長島、森田爾氏共著前掲書第二九五籐（三四一頁）。

　更二新法ハ、當事者二封シ、裁判長ノ許可二依ル直接登問

ノ権ヲ與ヘタ。郎チr當事者ハ裁判長二封シ必要ナノレ登言ヲ求

双横ノ許可ヲ得燗ヲ狛ル外ヲ得」（鷲納。奮法

ガ母法タル猫民訴法ト離レ、當事者ノ裁判長二封スル登問ノ

要求ノミヲ許シテ、此直接登問権ヲ與ヘザリシハ、當時ノ官僚

思想ガ此庭ニモ暴露セラレシモノト云7ベク、新法二之レヲ

許シタノレハ當然過ギル程ノ當然デアル。然ルニ新法ノ起草者

ノ・此規定ヲ設クルニ些ヵ大騰ヲ敏キ、訴訟代理入タルi辮護士

ノ登問モ、筒、裁判長ノ自由裁量二依ル許可二懸カラシムル。

〔註漏〕吾人ハ、カ・ル立法態度ト奮來ノ傳統ト相待チ、折角、

當事者二與ヘラレシ直接登問権ガ著シク其運用ヲ疎害セラレ

ザノレカヲ虞レル。〔註二〕須ラク裁判長トシテハ、當事者二封シ

直接套問ヲ許スニ吝ナラズ、特二辮護士二封シテハ無條件二

之レヲ許スノ雅量アルベク、又．當事者、就中、代理入タルi辮

護士二於テハ、直接登問ヲ爲スニ就テノ充分ナル研究ト準備

トヲ怠ラザル登奮ガ望マシイ。斯クシテコソ初メテ直接登問
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灌ノ活用二依ル謹嬢資料ノ満足ナル聚集ガ期待シ得ラレル。

〔註一〕蜀民訴法ニハ「裁判長ハ、謹人二封ジ直接二問チ獲スツコトチ當事者

　二許スロトチ得、叉、其辮護士ニハ求メニ因導之レチ許スベγ4（同法三九七

　條一項）トアリ、辮護士ニハ無條件二登問ノ許可チ與フベキモノトセラレツ

　Vg1，Steま恥Jonas：一Kommentar，Bd。1．z這壱397．1．⑮996）．

〔註二〕長島、森田爾氏共著二日ク「但シ其ノ許可ハ訊問スベキ事項ヂ示シー

　闘毎二之チ求ムベγ。概括的二訊問ノ許可チ輿フルガ如キハ法廷ノ秩序維持

　上法律ノ許サザァン勝ナリ」ト。前掲書第こ九九條（三四二頁）。併シナがラー。問

　毎二裁判長ノ許可チ受グヌレ匝バ、前段二規定セラソタ｝レ（叉醤法託規定

　セラレタか）「必要ナ7レ翼問チ求ム」7レト幾許ノ差異アリヤ。直援獲問ハ、事情

　チ知悉スPレ嘗事者燐澄人二封γ、縦横、各方面ヨリ問チ襲γ、裁判厨ノ訊問

　チ補ヒテ事物ノ眞相チ摺マシムか黙二其債値ガアァレ。猫民訴法ノ解繹｝シテ

　モ、裁判長二i封シ問ノ内容チ告グ1レ必璽ナγト云フガi通説デアか。翫ein－

　Jonas＝一a．a．O．zロ。邊397．II．（S・996）・當事者ノ登問常規ヲ・失スル’ナラグミ、

　裁判長ノ訴訟指揮権チ以テ之レチ制スレバ足か（新一二六條）。如何ナンン理由

　アリテ、一問毎二裁判長ノ許可チ必要トスルカ、叉、「概括的二訊問ノ許可チ

　與フルコト」ガ、「法廷ノ秩序維持上、法律ノ許サザル威1ト徹ス根篠那邊二

　在リヤ。日ク欝來ノ傷統タァレ官際的思想以外ニハ存ジナイノデア7レ。

　以上ト關聯シテ、辮護士ノ直接登問昌關スル研究｝準備トチ期待シナケレ

　バナラヌ。裁剣所ノ意チ迎ヘテ直接稜間チ差控淘レガ如キハ、護擦聚集二於

　ケPン嘗事者ノ立場チ忘レタかモノ、則チ醤法時代ノ醇統二捉ハレ、自ラチ賎

　ムルモノ、更二叉、直接稜問ノ眞債ハ、裁判所チシテ争鮎ノ剣断二必要ナシ

　程度二於テ事物ノ眞相チ掴マγム膨二在ンレガ故二、不必宴ナ7ン事項2究明二

　浸頭シ、叉徒ラニ詮人チ追及ジテ困惑セγムウガ如キハ、甚ダシグ目的チ失

　シタノン行爲ト云ハナケレバナラヌ。カ、ψ行爲並二訴訟正義二反ス7レ露骨ナ

　ル誘導訊問等ハ、執レモ裁判長ノ訴訟指揮模二俵り制ジナケレバナラヌ。

　新法ハ、謹入忌避iノ制度ヲ塵止シタ（董き呈藤馨薫）。此制度ハ、

法定讃擦主義ノ下ナラバ知ラズ、自由心謹主義ヲ執レル奮法
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ノ下二於テ既二存スベカラザリシモノトスル。〔註一〕新法ガ之

レヲ磨止シタノレハ至當デアル。但シ是レガ爲メ、判事ノ心讃

判断ノ責任更二加重セラレシコトヲー言シナケレバナラヌ。

〔註一〕謹入忌遽ノ制度ハ、母法タァン猫民訴法二存セズ、從ツテ醤法ノ「テヒヨ

　ー」原案ニモ此規定ガナカツタ。然か二法律取調委員會ガ．如何ナル理由力、

　』此規定チ挿入シ〆タノデ恥アァレ。

　最後二、新法ハ謹入再訊問ノ規定ヲ削除シタ（華藻一）。蓋シ

　新二六一條ノ規定ヲ以テ充分ト倣セシガ故デアル。

　IV、受命判事叉ハ受託判事昌依ル謹人訊問

　受命判事叉ハ受託判事グ讃入訊問ヲ爲ス場合二於テハ、裁判

所及ゼ裁判長ノ職務ハ其ノ刹事之ヲ行フ（暫藤○）。即チ受命判事

並二受託判事ハ、謹入訊問轟關メルー切ノ職務ヲ行フモノニシ

テ、奮法三一九條二項ノ如キ制限ナキヲ以テ、當然、護言並二

宣誓拒絶ノ當否ヲモ裁判スル。而シテ此裁判二封シ、當事者ハ

受訴裁判所二異議ノ申立ヲ爲シ得ル（藝爆一）。

例外トシテ、謹人二封スル當事者ノ登問ノ許否二付キ異議ノ

申立アリタル場合ニハ、當該受命判事又ハ受託判事二裁判権ナ

ク・受訴裁判所ヴ其異議二付キ裁判ヲ爲ス（藻這薯九）。蓋シ受命

判事叉ハ受託判事ノ爲シタル登問ノ許否畠饗シテハ」當事者ハ

新四一二條一項二依リ受訴裁判所二異議ノ申立ヲ爲シ得ザルヲ

以テ、此特例ヲ設ケテ受訴裁判所ノ裁判ヲ求ムルノ途ヲ拓イタ

ノデアノレ。
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第三節鑑 定

　1．総　　説

　新法ガ、鑑定二付キ奮法ノ規定ヲ改メタル主要ノ黙ヲ墨グレ

バ、鑑定義務ヲ負捲スノン者ノ範園ヲ籏大シタルコト、特定ノ鑑

定事項二付キ鑑定ヲ爲シ得ザル敏格者ノ規定ヲ設ケタルコト、

官磨、公署、法人等二鑑定ヲ囑託シ得ルモノト爲シタルコト等

デアノシ。

新法ハ、奮法ト同ジク、鑑定ニハ別段ノ規定アル場合ヲ除ク

ノ外、讃入訊問ノ規定ヲ準用スル（馨…皇三榛）。則チ別段ノ規定

ナクシテ護入訊問ノ規定ヲ準用スベキ事項並二其準用條文、凡

ソ次ノ如シ。

1・鑑定入ノ呼出（藝計）

2・　不出頭ノ制裁（藝藤七）

a受命髄叉一受託判事一依ル鑑定手綾（藝誌翻

4・鑑定ノ拒絶並二其當否ノ裁判（肇…交酉榛乃）

5・宣誓手績（藻塞｝ii茨更藤ヨ叢七）

6・鑑定二附随シテ必要ナル行爲ノ命（塾藤九）

乞　陪席判事並二當事者ノ登問（藝髭究食）

3．鑑定ノ命叉ハ囑託ヲ受ケタル受命判事叉ハ受託判事ノ職

　務範園（暫藤○）
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IL　鑑定人ノ義務

新法二依レ囲、鑑定二必要ナル學識経験アル者ハ、鑑定ヲ爲

スノ義務ヲ負フ（藻≡量二）。帥チ奮法ノ如ク更二一定ノ資格アル

コトヲ要件ト爲サズ、唯、鑑定二必要ナル學識経験アルコトノ

ミヲ以テ足レリト徹シタノデアノレ。

斯ク新法ノ・鑑定義務ヲ負澹スル者ノ範園ヲ接張シタルト同時

二
、

他方、特定ノ鑑定ヲ爲シ得ザル饒格者ノ規定ヲ設ケタ。詳

言スレノ㊦、鑑定事項二付キ、謹言拒絶二關スル新二八○條叉ハ

其宣誓拒縄二關スル新二九一條ノ關係ヲ有スル者ハ、其事項二

付キ鑑定人タルコトヲ得ヌ（覆…環二）。蓋シ此等ノ者へ鑑定事

項二個入的利害關係ヲ有スルモノナレバ、寧・池ノ者ヲ鑑定入

ト爲スニ如カズト云フニ在ル。

反之、鑑定事項二付キ、同ジク讃言拒絶二關スル新二八一條

ノ關係アル場合ハ、鑑定入ノ個入的利害關係アルニ非ザルガ故

二、鑑定人タルコトヲ妨ゲザルモノト倣シ、〔註㎝〕同條ノ準用二

依り鑑定ノ拒絶ヲ爲スノ途ヲ拓クニ止ムル。

〔註一〕新二入一條一項三號ノ「技術叉ハ職業ノ秘密二關スか事項Jハ、此場合、

　鑑定人二個人的利害關係ナキモノニ限ラレシ。若γ言登人叉ハ言登入丼新二入O

　條二揚グ〃關係ア・レ者二著シキ利害關係アかトキハ、鑑定人トナリ得ザルモ

　ノニシ’デ、新二入一條二俵アレ鑑定キ巨絶ノ問題チ生セ・ヌo

衙、新法ハ、新二八九條二掲グル者、即チ　1．十六年未満

ノ者　　2・宣誓ノ趣旨ヲ理解スルコト能ハザノレ者　モ亦鑑定人

タリ得ザル旨ヲ規定スル。併シナヅラ此等宣誓能力ナキ者ガ、
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鑑定入タリ得ザルコトハ素ヨリ當然ニシテ、奮法ニハ其規定ナ

カリシモ、同棲二角澤セラレタo

鑑定入ノ義務ハ、謹人義務ト同様、分レテ出頭ノ義務、鑑定

ノ義務並二宣誓ノ義務トナリ、此等義務ノ履行並二彊制二就テ

ハ凡ベテ謹入訊問ノ規定ガ準用セラレル。但シ鑑定入ハ之レヲ

勾引シ得ザルト（藝藤O）、鑑定人トシテ宣誓義務ヲ免除セラル・

コトナキ黒占二注意ヲ要スノレ◎

亙IL　　鑑蒙竃人ノ寄旨症三並昌鑑窺ノ囑託

鑑定入ハ、受訴裁判所、受命判事又ハ受託判事之レヲ指定スル

射一シテ（簾o〉、當事者碓鎧スベキ事實ヲ表示シテ鑑定

ノ申出ヲ爲スニ止マル（諜三叢入）。尤モ裁判所ガ・當事者二封シ

鑑定入トシテ適當ナノレ者ヲ指名スベキ旨ヲ催告スルコP㍉新

法二其規定ナキモ、當然、爲シ得ノレ所ト考ヘル。但シ當事者双

方ガー定ノ者ヲ鑑定入二爲スコトニ合意スルモ、奮法二於ケル

ト異ナリ裁判所ヲ羅束セヌ（董i養蓼賑條〉。

　新法ハ、奮三二二五條ノ規定ヲ削除シタ。郎チ外國入トi誰モ鑑

定入二指定シ得ザル理由ナク、而シテ内國．ベヲ優先的二鑑定人

二指定スルコトハ、望マシキ方法ナルモ、特二法律二規定スル

迄ノ必要ヲ認メザリシガ故デアル。

　新法～＼鑑定ヲ爲サシムル者ヲ自然入二限定セズ、新タナル

試ミトシテ、裁判所ガ必要アリト認ムルトキハ、官磨若クハ公

署叉ハ相當ノ設備アル法入二鑑定ヲ囑託シ得ルモノト爲シタ
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（譲≡亜○）。而シテ此鑑定ノ囑託ヲ爲シタル場合ニハ、宣誓二關

刃槻定ヲ除キ、凡ベテ鑑定手績ノ規定一遵フ（奪療條）。併シ

ナガラ鑑定ノ囑託ハ裁判所ノ命令行爲二非ズ、之ンニ因り囑託

ヲ受ヶタル官磨、公署、法入二鑑定ノ義務登生スルモノトハ云

ヒ得ザノレベキヲ以テ、此囑託二慮ゼザルモ、裁判所ハ之レヲ張

制スルノ方法ヲ有セヌ。從ッテ出頭並二鑑定ノ義務履行二關ス

ル規定モ亦準用ナキ理デアノレ。

囑託ヲ受ケタル官磨、公署叉ハ法人ハ、其名二於テ鑑定書ヲ

作成スベク、而シテ裁判所ガ其鑑定書二付キ説明ノ必要アリト

認ムルトキハ、適當ノ者ヲ指定セシメ、其者二説明ヲ爲サシメ

得・レ（籠蚕o）．

IV。鑑窟人ノ忌邊

新法ハ、謹入二付キ忌避ノ制度ヲ屡止シタルニモ拘ラズ、鑑

定入ニハ之レヲ存置シ、其規定ヲ設ケタ。是レ他ナシ。鑑定入

ハ謹人ト異ナリ、特定人二限定セラレザルヲ以テ、問題アノレ鑑

定入二鑑定セシメ、其鑑定ノ結果二付キ信愚カノ有無程度ヲ判

断スルヨリモ、寧・問題ナキ鑑定入二鑑定セシムルヲ適當トナ

スガ故デアル。

　當事者2・、鑑定入二付キ誠實二鑑定ヲ爲スコトヲ妨グベキ事

情アリト認ムルトキヘ忌避ノ申立ヲ爲シ得ル（藝藤O）。此申立

ハ、原則トシテ鑑定人ガ鑑定事項二付キ陳述ヲ爲ス雨ナルコト

ヲ必要トシ、其申立ノ手績、裁判等二就テハ、判事忌避ノ揚合
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ト賂洞様ナ槻定澱ケラげアノン（藝誤認．

鑑定入ノ忌避ハ、適法二指定セラレタル鑑定人二封シテ之レ

ヲ爲スモノーシテ・前記・鑑定人夘コトノ敏格者（籠震二〉ガ

鑑定入・二指定セラレタル場合ニハ、當事者ハ忌避ノ手綾二依ラ

ズシテ、其敏格者ナルコトヲ主張シ得ル。〔註一〕

　〔註一〕同説、長島、森田爾氏共著前掲書第三〇五條（三四入頁）。

’v・鑑窟手績

鑑定入ノ呼出並二出頭シタル鑑定人ヲシテ宜誓セシムルノ手

績ハ・凡ベテ鐙入訊問ノ場合二準ズル（塾藻O）。但シ宣誓書ノ文

言ハ、素ヨヲ謹入ノ夫レト異ナヲ、良心二從ヒ誠實畠鑑定ヲ爲

ス郭ヲ誓フ旨ガ記載セラレノレ（転o）．

鑑定ヲ爲サシムル方法ハ、奮法ト異ナリ、裁判長之レヲ定ム

ルモノニシテ、裁判長ハ其自由裁量二依り、鑑定入ヲシテ書面

叉ハq頭ヲ以テ、共周ニテ叉ハ各圃二意見ヲ述ベシムルコトヲ

得ル（薬藤O）。〔註一〕受命判事又ハ受託判事ガ鑑定ヲ爲サシムル場

合ニハ、其判事ガ此職務ヲ行フ（藝き8露）。

　〔註一〕新法ハ、薔三三〇探ノ如グ場合チ分チテ規定チ設ケズ、凡ベテ裁判長

　ノ自由裁量二委シタ。但ジ局條第四ノ再鑑定ハ、新二六一慷二依り、受訴裁

　鋼所ノ職椹二薦スヌレ。

其弛、鑑定人ノ饗質、陪席判事又ハ當事者ノ登問等ハ、凡べ

灘入訊問槻定一依ノ・（葉○）．

V工鑑定謹人

愛二鑑定i澄入トノ・、其者ノ有スル特別ノ學識、経験二依リテ
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知り得タノン過去ノ事實ヲ陳述スル者ヲ云ヒ、新法ハ、善法ト同

ジク、此鑑定謹入ノ訊闇二付テハ、凡ベテ謹入訊問二關スル規

定二依ラシムル（箋藤O）。元來、鑑定謹人ノ陳述へ内容二於テ

鑑定事項ヲ包含スルモ、讃嬢トシテノ地位ハ人謹二外ナラザ

ルヲ以テ、鑑定ノ規定二依ラシメザリシハ相當デアル。新法草

案二封スノレ修正意見トシテ、鑑定謹入ノ訊問ヲ鑑定ノ規定二依

ラシムベシトスル辮護士會ノ答申アリシャニ記憶スル。恐ラク

此意見ハ專門家ヲ遇スルニ謹入ノ規定ヲ以テスルハ妥當二非ズ

ト云フニ在ラムモ、問題ノ核心ハ、寧・、現在、裁判所ガ謹人

ヲ遇スル態度、所置並二設備ノ凡ベテガ、蝕リニ官僚的ナノンニ

在ル。此黙二付キ在朝法曹ノー考ヲ要ムベキモノト考ヘル。

第四笛書　謹

1総読
書詮二關スル新法ノ重ナル改正ハ、第三者二i封シテモ文書提

出命令ヲ蛮シ得ルモノト爲シタルコト、文書ノ其否二關シ推定

規定ヲ設ケタルコト、瞼翼手綾ヲ屡止シ、筆跡叉ハ印影ヲ封照

スルノ手績ヲ規定スルノ程度二止メタルコト等デアノレ。

新法ハ、書謹タルペキモノヲ文書ト云7。蓋シー般ノ文書ハ、

凡ベテ書鐙タリ得ベク、之レヲ奮法ノ如ク謹書ト稔スルハ、名
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稻些ヵ狡キニ矢スルガ故デアル。

文書ノ意義晶就テハ、愛二其説明ヲ省ク。文書高非ザルモ、

街、下足札、引換券ノ如ク、其用途、四園ノ駅況等二因り一定

ノ趣旨ヲ表現スル物件ハ、之レヲ謹振ト爲スニ當り、瞼謹手績

二擦ラシムルヨリ、寧・書謹二準ジテ取扱フヲ便トスル。此意

昧二於テ、新法モ亦、謹徴ノ爲メ作リタノレ物件ニシテ、文書二

非ザルモノニ付キ、書謹ノ規定ヲ準用スルモノト爲シタ（藝藤デ

難五）．

IL書謹ノ申出

書謹ノ申出ハ、墨謹者自ラ文書ヲ所持スル場合ニハ其文書ヲ

提出シテ之レヲ爲スベク、自ラ所持セザル場合ニハ、裁判所ガ

之レヲ所持スル者二其ノ提出ヲ命ぜムコトヲ申立ツルカ、叉ハ

其迭付ヲ囑託勉ムコトヲ申立テ之レヲ爲スノデアル（藝三死潔）。

：墨謹者自ラ文書ヲ所持スル揚合ニハ、之レヲ提出スレ建足ル。

然ルニ自ラ文書ヲ所持セズシテ、之レヲ所持スル者二其ノ提出

ヲ命ぜムコトヲ申立ツル場合、帥チ新法二云7文書提出ノ申立

ヲ以テ書談ノ申出ヲ爲ス場合ニハ、其所持者ガ相手方ナルト第

三者ナノレトヲ問ハズ、文書提出ノ義務アルコトヲ必要トシ、此

義務アル揚合二限ツ、裁判所ハ、決定ヲ以テ文書ノ所持者二封

シ其提出ヲ命ズル（藻三童四）。文書提出義務二就テヘ次項二詳

述スル。此場合ノ文書提出ノ申立〔註一〕ニハ、1・文書ノ表示

a文書ノ趣旨　3．文書ノ所持者　4・談スベキ事實　5・
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文書提出義務ノ原因　ヲ記載シナケレノ㊦ナラヌ（藝藤一）。

　〔註一〕驚クベキ不熟ノ用語デアか。何故二「文書ノ提出チ命ゼラレムコトノ

　申立」トセザリシカ。假名ノ少キガ荘重ナリ、法丈ノ用語トシテ適當ナリト

　ス1レ時代ハ既二去レリト信ズ7レ。

　反之、文書ノ所持者二其ノ文書ノ迭付ヲ囑託セムコトヲ申立

ツノン場合二2＼其ノ者二提出ノ義務アルコトヲ必要トセズ、而

カモ此場合、新法ハ、文書ノ所持者ヲ奮法ノ如．ク官廉叉ハ公吏

二限定セザルガ故二（董i謬壷條）、私入ガ所持スル場合ニモ此申

立ヲ爲シ得ル。但シ新法ハ、文書ノ所持者ヲ官騰又ハ公吏二限

定セズシテ、俺且ツ囑託ト稽スルモノナレバ、文書ノ所持者ガ

第三者ナル場合二限り、此申立ヲ爲シ得ルモノト解スル。〔註㎝〕

　〔註一〕　醤法ハ官僚白勺思想二」瑛ヒセラレ’、言登書ゾ所持者力“官聴又’》、公吏ナル’1・

　キハ、訴訟ノ當事者ナ1レ1・第三三者ナかトチ問ハ1ズ、囑託1・欝セミンモ（奮三…四

　六燦）．新法ハ、文書ノ所持者チ限定セザ｝レモノナソバ、囑託ト云フ字義ヨリ

　推う／テ、訴訟タトノ第三者』カ“文書ノ所持者ナァン場合デアラネバナラヌo

　要之、新法二依レ建、第三者ガ文書ヲ所持スル場合、假令其

者二提出義務ナシト錐モ、當事者ハ、其逸付ヲ囑託セムコトヲ

申立テ得ベク、裁判勝ハ此申立二依り、所持者二封シ其囑託ヲ

爲サナケレバナラヌ。尤モ當事者ガ、法令二依リテ文書ノ正本

叉ハ謄本ノ交付ヲ求ムルコトヲ得ル場合ヲ除クコト、奮法ト同

ジ（諜看善九）。此囑託へ裁判所ノ命令行爲二非ザルヲ以テ、所

持者ガ之レニ慮ゼザルモ彊制方法ナシ。但シ所持者二文書提出

義務アレノヘ改メテ當事者ハ文書提出ノ申立ヲ爲シ得ルコト勿
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論デアル。

斯ク新法二於ケ、當事者ガ、文書提出義務ナキ第三者二封シ、

裁判所ヲ蓮ジテ文書ノ任意提出ヲ求メ得ノレノ途ヲ拓キタルハ、

訴訟實際上ノ便宜ヲ慮リタルモノニシテ、洵二適切ナル規定ト

云ハナケレ・“ナラヌ。此規定へ原嘉道博士ノカ読二因り、調査

委員會二於ケル最後ノ修正二於テ挿入セラレタノデアル。〔註幽〕

　〔註一〕　司法省藏版、前揚速記録、六二七頁、同上綾巻一六入頁以下参照。

∬工　文書提虚義務

新法ガ、相手方又ハ第三者二封シ、文書提出義務ヲ負ハシム

ル場合裡グレ・吹ノ妙、耀一於テ齢洞ジ（藝藤一）．

第一、當事者ガ訴訟二於テ引用シタル交書ヲ自ラ所持スルトキ

　本號ハ、奮三三七條二該り、當事者タル相手方ノミニ關ス

ノレ規定デアル。

第＝、學謹者ヴ文書ノ所持者二饗シ其ノ引渡叉ハ閲覧ヲ求ムル

　コトヲ得ルトキ。

　本號ハ、奮ご三六條第一（三四三條）二該り、相手方並二第三

者二通ズル規定デアノレ。學謹者ガ文書ノ引渡叉ハ閲覧ヲ求メ

得ルノ根擦、民法、商法等ノ法令中ノ規定二存スルト、叉關係

者間ノ契約二依ルトヲ問ハヌ。唯、問題ハ、當事者二封シ商業

帳簿ノ提出ヲ命ズル場合二於ケル商法二七條ノニトノ關係デ

　アル。此黙ハ、改正調査委員會二於テモ議論ヲ醸シタノデア

ルガ、結局、上記商法ノ規定ヲ以テ當事者ノ商業帳簿提出義
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　務ヲ實膿的二規定シタルモノト倣シ、同條ノ規定ガ、即チ墨

　謹者ガ、相手方ノ商業帳簿二付キ、本號二云7「閲覧ヲ求ムル

　コトヲ得ル」根擦トナノレト云フニー致セシモノノ如クデアル。

　〔註一〕要之、當事者ノ商業帳簿ハ、商法二七條ノニノ規定二

　基キ、民訴法三一二條以下ノ規定二依り、其提出ヲ強制セラ

　ルト解スルノデアル。〔註二〕

　〔註一〕司法省藏版前揚遽記録六二〇頁以下参照。

　〔註二〕　斯グ解一スシニ非ザレバ、當事者二封ス7レ商業帳簿ノ提出命令ハ、直

　　接商法二七條ノニノ規定二俵り婁スかノ外ナ〃、從ツテ、新三一三條以下

　　ノ規定｝關係ナキコト・ナリ、所持者ガ其命二磨せザルモ、新三～六、三

　　一七燦二依η強制シ得ザツニ至アン。

　　　併ジナガラ上記商法二七條ノニノ規定ガ、商業帳簿ノ提出テ命ズル訴訟

　　手績規定ナツコトニ疑ヒナシ・如カズ、何故二新三一二條第四トシテ「暴

　　謹者ガ商法二七條ノニニ依り相手方ノ商業帳簿ノ提出チ申立テタシトキ」

　　ノー項チ挿入セザ駆ンカ。概括的規定ノミチ設〃テ．極力個別的規定チ遽

　　ケムトスか我國起草者ノ態度ハ、吾人ノ賛成シ得ザ7レ所デア膨。

第…、文書ガ墨謹者ノ利盆ノ爲メニ作成セラレ、又ハ墨謹者ト

　文書ノ所持者トノ間ノ法律關係二付キ作成セラレタルトキ。

　本號ハ、奮三三六條第二（三四三條）二該リ、文書ノ所持者ガ

　當事者ナルト第三者ナルトヲ問ハヌ。善法ハ謹擦共通ノ場合

　二限定シタルモ、斯ク限定スルハi狭キニ失スルガ故二、新法

　ハ學謹者ノ利盆ノ爲メニノミ作成セラレタル場合ニモ、俺、

　所持者二提出義務ヲ負ハシムル。

　文書ノ所持者二提出義務アル場合、以上ノ如シ。新法ハ、文
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書ヲ所持スル第三者ガ官磨公署ナノレ場合ニモ、筒、此提出義務

ヲ認ムルコトニ注意ヲ要スル。而シテ墨讃者ガ文書提出ノ申立

ヲ爲ジタノレトキ・’、裁判所へ所持ノ有無並二提出義務ノ存否

ヲ審査シ、申立ヲ理由アリト認メタルトキハ、決定ヲ以テ文書

ノ所持者二封シ其ノ提出ヲ命ジ（諜三蚕四）、其文書ノ所持者ガ當

事者ナルト第三者ナノレトヲ問ハヌ。奮法ハ、丈書ノ所持者ガ第

三者ナル場合ニハ、學謹者ヲシテ其丈書ガ第三者ノ手二存スル

コトヲ疏明セシメタルモ（醤藤四）、新法ハ、第三者二封シ丈書ノ

提出ヲ命ズル揚合二於テハ、其ノ第三者ヲ審訊スルコトヲ要ス

ノレモハ爲シ（龍蚕四）謬瀦ノ疏明責任ヲ免除シタ．筒謬

謹者ヨリ文書提出ノ申立アルモ、讃援調ノ限度ハ裁剰所之レヲ

定ム脱ノナノ刃膨（無五）、灘騒肺欺書ヲ不必要瑠ム

ルトキハ、申立二付キ理由ノ有無ヲ審査セザルコトヲ得ベク、

叉、文書ノ所持ノ有無並二提出義務ノ存否二付キ雫ヒヲ生ジタ

ルトキハ、當事者ノ申出ナシト雛モ、職椹ヲ以テ必要ナノン謹擦

調ヲ爲シ得ベキヲ以テ（墾藤六）、新法ニハ奮三三九條並二三四〇

條ノ如キ特別ノ規定ヲ設ケテ居ラヌ。

　丈書提出ノ申立二關スル決定、帥チ此申立ヲ却下スル決定、

丈書ノ斯持者二封シ提出ヲ命ズル決定二封シテハ、凡ベテ即時

抗告ガ許サレル（墾藤一）。此規定ハ・蕾法二於テ必要ナリシモ拘

ラズ之レヲ敏キ、新法二於テ新タニ設ケラレタノデアル。

　丈書ノ所持者ガ、文書提出ノ命二從ハザル場合二於テ、新法
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モ亦、直接強制ヲ許サズシテ間接強制ノ途ヲ設クル。但シ第三

者二饗シテモ問接強制ヲ課スル黙二於テ奮法ト異ナル。

第一、當事者　　ガ文書提出ノ命二從ハずルトキ2㍉裁判斯ハ・

　文書二關スル相手方ノ主張ヲ翼實ト認ムルコトヲ得（薬藤『）。

　但シ正當ノ事由二依り、文書ヲ提出セザノレ場合ヲ除クコト、勿

　論デアル。又、當事者ガ相手方ノ使用ヲ妨グル目的ヲ以テ提

　出ノ義務アル文書ヲ殿滅シ、其ノ他之レヲ使用スルコト能ハ

　ザノンニ至ラシメタノレトキハ、裁判所ハ、其ノ文書二關スノレ相手

　方ノ主張ヲ眞實ト認ムルコトヲ得（華藤一）。〔註一〕但シ此等ノ事

　實二就テハ、文書提出ノ申立ヲ爲シタル者二立讃責任ガアル。

　〔註一〕丈書提畠ノ命ハ、文書ノ所持者二蜀γテ之レチ饗スァンモノナレバ、文

　書ノ駿滅セラレタル後二2・、此命チ曇シ得ザノレベク、ヌ、暇令聾滅セズト錐

　　モ、文書提出ノ命二從ヒ提出セラレタ岐書ガ、謹蜘シテ使用スアレコト能

　ハザルモノナラバ、之レニ俵り探謹ノ目的チi達γ能ハザ少ガ故二・新三一六

　條ノ規定チ補充スベ〃本畷新三一七蘭ノ規定力麗カレテア7レ・從ツテ本縢

　　二依り文書二關スか相手方ノ主張テ眞實ト認ムァンニ付キ・既二文書提出ノ命

　　ノ獲セラレシコトチ要件トセザシモ、塞謹者ヨリ文書提出ノ申立アリシコト

　　テ必要トス｝レ。倫、新二六一條二俵り職権謹嫁調チ爲ス場合二♪＼本條ノ適

　用ナシト考＾ルo

　　序ナガラ文書ノ所持者ガ第三者ナアレ場合二付キ、本條二該アン規定ナキコト

　　ニ注意チ要ス1レ。

　　此等ノ瓢凡べ稽涛灘ナシ（簾黙一）。而シ噺法モ

　亦、文書二關スル相手方ノ主張ヲ眞實ト認ムルニ付キ、裁判

　所ノ自由裁量ヲ許シタルヲ以テ、所持者ガ文書ヲ提出セザル
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　ノ事情、殊二文書二關スル相手方ノ主張ヲー鷹眞實ト認メ得

　ル根擦アリヤ等ノ黙ヲ充分二考慮シナケレ建ナラヌ。〔註繭〕併

　シナガラ何等ノ理由ナクシテ、文書二關スノシ相手方ノ主張ヲ

　排斥スルコト2・、正當ナル職襟ノ行使二非ズト考ヘル。

　〔註一〕此貼二付キ、猫民訴法四二七條二「墾護者が丈書ノ縢本チ提出γタ

　　7レトキハ其謄本チ正當ナヌンモノ『ト看徹ス。：其謄本、チ差出サ“ンレトキ♪、、：文

　　書ノ4生質及ビ趣旨二付デノ墾葺登者ノ主張チii登明セラレタル・モノト看徹ス

　　コトチ得」トニ段二規定セラソタ7レハ、滲考二債スァン。

第二、第三者　　ガ文書提出ノ命二從ハザルトキハ、裁判所ハ

決定ヲ以テ五百圓以下ノ過料二露スル。但シ此決定二饗シテ

　ハ帥時抗告ガ許サレル（薬藤～）。然ルニ第三者ガ交書ノ所持者

　ナル場合二付キ、上記、新三一七條二該ル規定ヲ飲クガ爲メ、

　第三者ガ同條二墾グルガ如キ行爲ヲ爲スモ、裁判所トシテ奈

何トモ爲シ難イ。禽、亦、新法二依レバ、文書ヲ所持スル第

　三者ガ官磨、公署ナル場合ニモ、文書提出ノ命ヲ登シ得ルノ

　デアルガ、此命二從ハザル官磨、公署二封シ、果シテ過料ノ

　制裁ヲ課シ得ルヵ？之レヲ課シ得ザルハ當然ナルベキモ、然

　ラバ何故二起草委員草案二七四條二項r第二六七條（暫薩…憲

か）二掲グル場合二於テヘ官磨又ハ公署ハ文書ノ迭付ヲ拒ム

　コトヲ得ズ」ノ規定ヲ削除シタルカ？　第三者二封スル間接

　強制ノ規定ハ、改正調査委員會二於ケル審議ノ結果挿入セラ

　レシモノニシテ、〔謎一〕此等ノ黒占二付キ充分ノ推敲ヲ敏キタノレ

　ハ・淘二遺憾トセザルヲ得ヌ。
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　〔註一〕司濾省藏版前掲速記録績巻一六四頁参照。

IV．文書ノ提出、逡付垂二謹罎調

　撃謹者又ハ文書ノ所持者ヨリ提出又ハ逸付スベキ文書ハ、原

本ノ外、正本又ハ認謹アル謄本ナルコトヲ妨ゲザルモ、裁判所

ガ特二療本ノ提出叉ハ逡付ヲ命ジタル場合ハ此限リデナイ（童…

墜翼）。而シテ正本ナルモノハ公正ノ文書二付テノミ存シ、認謹

アル謄本モ亦、私文書二付テ存スルコト稀レナルガ故㍉書讃

トシテ提出叉ハ迭付セラル・私文書ハ、療則トシ洗原本デナケ

レ黛ナラヌ。〔註一〕尤モ新法ニハ、蕾三四九條二項ノ如キ規定ヲ

簸クモ、書謹トシテ申出デラレタノシ私丈書ノ翼正ナルコトニ付

キ當事者問昌孚ヒナキトキハ、原本二代へ箪二謄本ノミヲ提出

叉ハ逸付スルコトヲ必ズシモ拒ムベキニ非ズト考ヘル。蓋シ書

謹ノ謹援カハ、謹書夫レ自罐二非ズシテ、其記載ノ内容二存ス

ノレガ’故デアノレ。〔註二〕

　〔註一〕新法ニハ、奮三四九條三項二該ψ規定チ訣グガ故二、塞讃者ガ、眞正

　　二付キ雫アかニモ拘ラズ、私丈書ノ謄本ノミチ提出シテ原：本チ提出セザル場

　合ニハ、書誰ノ申出ナカリシモノト看徹スコ｝亦可能ナサト考＾かo

　〔註二〕　同設、長島、森田爾氏共著前掲書、第三二一條註一（三六一頁）。

　以上、大膿二於テ奮法ノ規定ト異ナル庭ナキモ（董．…畏裂賑）・

新法ニハ、公文書、私文書ノ旺別ヲ設ケズシテ其規定ヲ設ケタノレ

コトニ注意ヲ要スル。又、新法ニハ、「裁判所ハ當事者ヲシテ其

ノ引用シタノン文書ノ謄本又ハ抄本ヲ提出セシムルコトヲ得」

（諜…透一）ト定メ、從來、當事者ヲシテ慣習的義務トシテ行ハシ
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メ來ツタモノヲ規定二現ハスニ至ツタ。

提出又ハ迭付セラレタノン文書二付キ謹擦調ヲ爲スノヘ素ヨ

リ原則トシテ受訴裁判所デアルガ、〔註一〕新二六五條ノ規定二依

り、受命判事又ハ受託判事ヲシテ謹擦調ヲ爲サシムル場合ニハ、

其調書二記載スベキ事項ヲ受訴裁判所二於テ定ムルコトガ出來

ル（覆芸震一）。而シテ其調書ニヘ取調べ：タル文書ノ謄本ヲ添付

シナケレ・サラヌ（籠謝。

　〔註一〕新法ハ、護掻調チ受訴裁判所自ラ爲スベキヤ、或ハ受命興事若グハ受

　託判事テシテ爲サシムベキヤチ、一般的二受訴裁判所ノ自由裁量二委ジタァレ

　チ以テ、i受念判事若クハ受託判事チγテ、丈書ノ取調チ：爲サシムか二付キ、

　奮三四八條ノ定ムツガ如キ事惜ノ存スァンコトチ必ズシモ必要トセヌ。

　提出叉ハ途付セラレタノレ文書ハ、謹擦調ノ終了次第、謄本ノ

ミヲ止メテ返付スベキヲ當然トスルモ、裁判所ガ必要アリト認

ムルトキヘ之レヲ留置クコトガ出來ル（暫藤二〉。帥チ奮三五四

條ト、結果二於テ大ナル相違ハナイ。

　新法ニハ、奮三四七條ノ規定ヲ鉄ク。帥チ新法二依レバ、療

告ナルト被告ナノレトヲ問ハズ、時機二逞レテ提出シタル訴訟資

料ノ却下ヲ爲シ得ルモノナレバ（藻：叢九）、特二書讃二付キ・此

種ノ規定ヲ必要トシナイノデアル。

　V．文書ノ眞正

　文書ノ謹擦力ガ、其文書ノ翼正ナノンコトヲ前提トシテ・裁判

所ノ心謹判蜥ノ封象トナノレコトハ、愛二云フ’迄モナイ。而シテ

文書ノ翼正ナリヤ否ヤモ、亦一・ノ事實トシテ、當事者間二雫ヒ
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アルナラバ、裁判所ノ心養登判断ヲ必要トスルノデアルガ、文書

トシテ或ル程度ノ形式ヲ具備スル場合ニハ、一鷹、眞正ナルモ

ノト推定シテ、基謹者ノ立談責任ヲ緩和スルヲ妥當トスル。奮

法ニハ、此黒占二關，スノレ明確ナノレ規定ヲ歓キタルモも新法ハ、公

文書ト私文書トニ分チ、夫々、規定ヲ設ケタ。帥チ次ノ如シ。

第一、公交書

　公文書ハ、常二一懸、眞正ナルモノト推定セラル・モノニ

　シテ、省、新法ハ、ソノ公文書ナリヤ否ヤノ箏ヒヲモ同時二

避クルガ爲メ、文書ノ方式及ゼ趣旨二依り、官吏其他ノ公務

　員ノ作成シタルモノト認ムベキトキヘ之レヲ眞正ナル公文

書雌定刃シモ乃ナシタ（葎蓑三）．

　奮法ニハ、カ・ル規定ヲ罎キタルモ、奮三五一條二基キ、

同ジク公文書ニハ眞正ノ推定ヲ與へ來ツタノデアルカラ、新

法ガ別段、新タナル原則ヲ探用シタ鐸デハナイ。而シテ此推

定二封シ、相手方ガ、反謹ヲ墨ゲテ孚フコトハ、素ヨリ新善

法共二禁ゼザル所ニシテ、更二新法ハ、裁判所ガ、公文書ノ

眞否二付キ疑アリト認ムルトキハ、進ムデ職権ヲ以テ當該官

磨叉ハ公署二問合セヲ爲シ得ルモノトナシタ（謀…蚕三）。

　街、新法ハ、外國ノ公交書ニモ眞正ノ推定ヲ與7ルモノト

ナシ、以上述ブルi新三二三條ノ規定ハ、外國ノ官磨叉ハ公署

　ノ作成二係ルモノト認ムベキ文書二之レヲ準用スル（醤藤二）。

第二、私交書
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　私文書ハ、相手方之レヲ孚7トキハ、墨讃者二於テ其ノ眞

正ナルコトヲ立謹シナケレバナラヌ（茎濠二）。併シナガラ私文

書二本入叉ハ其代理入ノ署名叉2・捺印アルトキハ、當該私文

書ハ眞正ナルモノト推定セラレル僕藤二）。素ヨリ此推定ヲ受

クノレガ爲メニハ、署名叉ハ捺印ノ翼正ナノレコトヲ必要トシ、

雫ヒアルトキハ、基謹者二鐙明責任ガアル。〔註一〕

　〔註一〕　同説、長島、森田爾角共著、前揚書第三二六條（三六四頁）．二宮峯

　氏「私文書の立謹責任J（法曹會雑誌第入巻第五號）。此黙二就テハ．殆ンド

　異論ノ食余地ナγ。i新三三二1六憐…二該ルぢ蜀民訴法四四C條二項ニハ、「署名ノ鼠

　正ナルコトガ確定セラレ、若グハ誰書ノ末尾二存スアレ手記が、裁判上若グ

　ハ公言登二俵り認謹セラレタァレトキハ．其署名若グハ手記ノ上位二在アレ文欝

　ハ眞正ナァレコトノ推定チ受グ．！ト明確二規定セラレテアル。爾、私女書ノ

　鼠正推定ニハ、本人叉ハ其代理人ノ署名叉ハ捺印ト認メラアレ・モノ・具備

　チ以デ足レリトスル説ナキニ非ザァレモ．賛成ジ難イ。例之、西村一成氏、

　「民事訴訟法第三二六條に就て」（法曹會雑誌、第八巻第一號）同氏ノ駈説

　ハ、鯨リニ塞讃者ノ立場二偏シタァレモノト考＾シ。

　私文書ノ翼正推定二關スル規定ハ、全ク奮法二敏ク。帥チ

新法ハ、本人又ハ其代理入ノ署名叉ハ捺印アノレコトニ依り、

私文書ノ眞正ヲ推定スルノ黙二於テ、態法二比シ墨讃者二利

盆iナルモ、他面、奮法ノ下二在リテハ、第三者ノ作成二ヵ・

ル私交書ハ、相手方ノ否認シタル場合、必ズシモ基謹者二其

眞正ナルコトノ讃明責任ヲ負ハシメナヵツタ。然ルニ新法二

在リテハ、假令、第三者ノ作成ニカ・ル私文書ト錐モ、相手

方ガ之レヲ否認スルナラノヘ墨謹者ハ、ソノ眞正ナルコトヲ
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談明スルカ、少クトモ其文書二在ル本人又ハ其代理人ノ署名

』叉ハ捺印ノ眞正ナル’コトヲ鐙明シナケレバナラヌ。

V】ン文書ノ眞否確定ノ特別手績

書謹トシテ提出セラレシ文1書ノ眞正ナノレコトニ付キ、當事者

問二孚ヒアルトキハ、素ヨリー般ノ讃擁調手績二依り其眞否ノ

確定ヲ求メ得ノレノデアルガ、奮法ニハ槍眞手績ト云ヒ、私丈書

二付キ、総ベテノ謹擦方法ノ外、手跡若クノ・印影ノ封照二因リ

テ其眞否ヲ確定スル特別手綾ガアツタ（董三垂毒羨）。新法ハ、槍

翼手績ナノレ名縛ヲ屡止シタノレモ、實質的ニハ此手績ヲ存置シ、

更二其適用ノ範園ヲ籏張シテ居ノレ（塾三圭莞藻）。

帥チ新法二依レバ、凡ベテ丈書ノ、眞否ハ、筆跡叉ハ印影ノ封

照二依リテ之レヲ謹シ得ノレモノニシテ、ソノ公文書ナルト、私

文書ナルトヲ問ハヌ（摯藤二）。公文書ト錐モ、其翼否ヲ確定スル

ニ當り、筆跡叉ハ印影ノ封照ヲ必要トスノレ場合ナキニ非ザルヲ

以テ、新法ガ、奮法ノ如ク此手績デ私文書二限定セズシテ公文

書二及ボシタノレハ、蓋シ至當デアル。

次二新法ハ、當事者ガ筆跡叉ハ印影ノ封照ヲ申出ヅルニ付キ、

書談ノ申出二關スル規定ヲ準用シ（蟄i…三杢篠一）、更二封照ノ用二

供スベキ筆跡叉ハ印影ヲ具フル文書其他ノ物件ガ、相手方又ハ

第三者ノ手中二存スル場合ノ爲メ、文書提出ノ命二關スル規定

ヲ準用シタルヲ以テ（醤藤秀窒墜：至藻一’）、當事者ハ、此申出ヲ爲

スニ當り、自ラ封照ノ用二供スベキ文書其他ノ物件ヲ所持スル
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ナラバ、同時二之レヲ提出スベク、若シ相手方叉ハ第三者之レ

ヲ所持スルナラバ、其ノ提出ヲ命ぜムコトノ申立ヲ爲スノデア

ノレ。此場合、相手方又ハ第三者ハ、當該封照文書叉ハ其他ノ物件

ヲ所持スル限ツ、裁判所ノ提出ノ命二因り之レヲ提出スベキ訴

訟上ノ義務ヲ負ヒ、必ズシモ新三一二條所定ノ文書提出義務ノ

存．スノシコ¶トヲ必要トセヌ。〔註一〕故二裁孚U所2、、封照ノ用二供ス

ベキ文書其他ノ物件ガ相手方又ハ第三者ノ手中二存スルコトヲ

認定シタノレトキハ、其ノ提出ヲ命ズベクも此命二從ハザノレ相手

方叉ハ第三者ハ、交書提出ノ命二從ハザルト同檬ノ制裁ヲ蒙ル。

但シ第三者二限り、之レヲ提出セザルニ付キ正當ノ事由アレ囲

制裁ヲ菟レル（墾…天藻姦七・）筒、以上ノ外・丈書ノ途付ノ囑託

二關スル規定モ亦準周セラル・ヲ以テ（蟄デξ杢箋藤）、第三者二封

シテハ、殊更二提出ノ命ヲ登スルコトナク、迭付ノ囑託ヲ爲ス

ノ途モア’レ。但シ此囑託二慮ゼザル場合ニハ、改メテ提出ヲ命

ジ得ルコト勿論デアル。提出セラレタル文書其他ノ物件ハ、必

要一依峨判所瑠置クコげ出來ル（舞三肇藤）．

〔註一〕　蓋シ、封照ノ用二供スベキ丈書其他ノ物件ハ、其内容ガ談擦1・ナ・レ書

　言登若クハ言登戯トミ／テ提出セラ1レ、　二講…ズ、　一一種．ノ季戴置登牛勿二外ナラザノレモノニ

　　シテ、之レチ聚集スァレノ範園チ宏カラシムッ必要ガア1レ。因ツテ槍謹二關ス

　　シ規定二倣ヒ、新三一二條チ準用セズ、從ツテ之レチ所持ス7レ相手方叉ハ第

　三者ハ、裁判所ノ命二因り提出スかノ義務ア7レモノト徹ジタノデア7レ。

　此クノ如ク、封照ノ用二供スーミキ文書其他ノ物件ヲ、墨謹者

ノ外、相手方叉ハ第三者ヲシテ提出セシムルコトハ、濁、填民
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訴法二其例ヲ看ルモ、我新法二於テ最モ徹底セラレタ。〔註旧〕奮

法ニテハ、第三者二封シテハ勿論、相手方ニモ、カ・ル提出ノ

義務ヲ負ハシメテ居ラヌ（藻…叢三）。斯ク新法ガ、封照文書又ハ

其他ノ物件ヲ聚集スルノ範園ヲ極度二籏張シタルコト、並二筆

跡又ハ印影ノ封照ヲ爲サシムル文書ヲ、蛋法ノ如ク私文書二限

定セザリシコト（藝釜：羨墜項奮）等ヲ綜合スルナラノ㍉文書ハ・公

丈書ナノレト、私文書ナノント、其作成者ノ何入ナルトヲ問ハズ、

凡ベテ筆跡又ハ印影ノ封照二依り其眞否ヲ讃シ得ルモノト解ス

ベク、薯法二於ケルガ如ク、墾謹者ノ相手方ノ作成シタル私文

書ニノミ之レヲ限定スベキニ非ズト考ヘル。猫、填民訴法ノ解

繹トシテモ、一切ノ文書二付キ之レヲ認ムル。〔註二〕

　〔註一〕　蜀民訴法ハ、相手方二野ジ、懊民訴法ハ、相手方ノ外第三者二封シテ

　モ、封照丈書ノ提出義務チ認ムかノデア7ンガ．凡ベテ相手方並二第三者ハ書

　讃トジテ提出義務アル場合ニノミ此義務チ員フ（猫民訴四四一、四二二、四

　二三條。填民訴三一四條三項、三〇四、三〇八傑）。

　〔註二〕　猫民訴四四一條一項、填民訴三三一四條一項。

　基謹者ガ、封照二適當ナル筆跡叉ハ印影ヲ具フノレ文書其他ノ

物件ヲ登見シ得ザリシトキノ＼新タニ之レヲ作ルノ外ナキモノ

ニシテ、新法ハ、夫レガ相手方ノ筆跡ナル場合二付キ、善法ト

同ジク、裁判所ガ、封照ノ用二供スベキ文字ノ手記ヲ相手方二

命ジ得ルモノト爲シタ（藻三孟九）。相手方ガ正當ノ事由ナクシテ

此命二從ハズ、叉ハ書様ヲi攣ジテ手記シタルトキハ、裁判所ハ文

書ノ眞否二關スル：撃謹者ノ主張ヲ眞實ト認メ得ル。此黙、奮法
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ト同ジ（蕃三霊杢榛…叢）。其他第三者ノ筆跡ヲ必要トスルトキハ・

其者ヲ謹人トシテ呼出シ、封照ノ用二供スベキ文字ヲ手記セシ

ムベク（璽藤九）、又、相手方叉ハ第三者ノ印影ナルトキハ、槍謹

ノ規定一從ヒ之レヲ提示若ク雌付セシムレ捉り（諜議五）、

特別ノ規定ヲ必要トセヌ。

封照ノ用二供シタル書類ノ原本、謄本叉ハ抄本ハ、之レヲ調

書二添附シナケレ建ナラヌ（暫藤三）。尚、此到照手績ヲ受命判事

叉ハ受託判事ヲシテ爲サシムル揚合ニハ、受訴裁判所ハ、其調

書二記載スベキ事項ヲ定ムルコトヲ得（護ぞ茎杢墜藤）。

VII・制　裁

蕾法ハ、悪意又ハ重大ナル過失二因り、眞實二反キテ文書ノ眞

正ナルコトヲ孚ヒタル當事者二封シ、ソノ公文書ナルト私文書

ナルトニ分チ、過料ノ制裁ヲ課：シタルモ、概シテ低キニ失スノレ

憾ミガアツタ（奎藻五）。新法ハ、此差別ヲ撤屡シ、総ベテ五百圓

以下ノ過料二改ムルト同時二、文書ノ眞正ヲ雫ヒタル當事者又

ハ其代理人ガ、訴訟ノ繋属中其ノ眞正ナルコトヲ認メタルトキ

ハ
、
裁 判所ハ、事情二依り過料ノ裁判ヲ取浩シ得ルモノト爲シ

タ（蘇三）．

　此制裁ハ、新二六九條、三三九條ノ夫レト同ジク、訴訟手綾

二於ケル秩序罰ト看ルーミキモノニシテ、從ツテ訴訟繋属ノ絡了

後ハ、新タニ之レヲ課スルノ裁判ヲ爲シ得ザルモノト考ヘル。

〔註戸〕而シテ此裁判ヲ爲スベキ裁判所ハ、新二六九條ノ如ク特
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ニソノ指定ナキヲ以テ、現二訴訟ノ繋属スル裁判所ト解スルガ

姜當デア・ウ。〔註二〕

〔註一〕　反封設、長島、森田爾氏共著前揚書第三三一燦〔註一〕（三六八頁）。

〔註二〕　此裁判ハ、當事者叉ハ代理入ガ訴訟ノ繋屡中、驚ノ陳遠チ取潤ジ、丈

　書ノ眞正ナァレコトチ認メタ館トキハ、事情二因り取清スコトアァレモノナレバ

　（新三三一條二項）、此黒顔り看’レモ、現二訴訟ノ繋薦ス7レ裁判所二爲サγム

　シチ優宜トス7レ。

第五節検 謹

亙。総　設

槍謹二關スル新法ノ重要ナノレ改正2・、畢謹者ノ相手方叉ハ第

三者二封シ、「槍讃ノ目的」ノ提出義務ヲ負ハシメタノレコトデア

ノン（藝藤三）。其他、奮法二云7検詮物ヲr検謹ノ目的」ト改メ・奮

三五九條ノ規定ヲ不必要トシテ削除シタル等、條文改塵ノ程度

二止マノレ。

IL検謹手績

検謹ノ申出ハ、槍謹ノ目的ト共二、謹スベキ事實ヲ表示シテ

之レヲ爲スモノーシテ（董素藤・）、此駄齢ト溺ナシ．葬

新法二在リテモ、槍謹ヲ爲スニ際シ、必要アルナラバ鑑定人ヲ

立會ハシメ得ル。而シテ受訴裁判所自ラ槍謹ヲ爲ス場合ニハ、

新二六一條二依り職椹ヲ以テ鑑定ヲ命ズレバ足り、特二規定ヲ

必要トセザルモ、軍二槍謹ノミノ命叉ハ囑託ヲ受ケタノレ受命判
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事叉ハ受託判事ノ爲メ、特二其規定ヲ設ケタ（甚藤三）。

受訴裁判所ガ其管轄匿域外二於テ槍謹ヲ爲シ得ルヤ。特二規

定ナキガ爲メ、稽，、疑問ノ観アルモ、特二之レヲ禁ズベキ理由

ナキコト既二述ブノレガ如シ。〔註一〕

〔註一〕　本章第一箇二七七頁〔註一〕参照

IIL検護ノ目的

新法ハ、槍讃ノ客膿ヲr槍謹ノ目的」ト云7。蓋シ必ズシモ

有膿物二限ラザノレヲ以テ、奮法ノ如ク「槍謹物」ト繕スルハ該

ラズト云フニ在ル。

墨謹者ガ槍謹ノ目的ヲ所持若クハ支配スル場合ニハ、素ヨヲ

自ラ之レヲ裁判所二提出スベキデアルガ、新法ハ宏ク瞼謹ヲ可

能ナラシムルガ爲メ、相手方叉ハ第三者二封シテモ、楡謹ノ目

的ノ提示又ハ逡付ヲ命ジ、若クハ囑託シ得ルモノト爲シタ。即

チ文書提出ノ命蛇二迭付ノ囑託二關スル規定ヲ準用シタノデア

・・（転秀垂墜二騒壽莞條〉。

　即チ槍謹ノ目的ガ、相手方又ハ第三者ノ所持又ハ支配二在ノレ

トキハ、墨謹者ハ、槍謹ノ申出二際シ、其提示ヲ命ぜムコトノ

申立ヲ爲スモノニシテ（叢予圭五塵藤）・此場合・新三一二條ノ準用

ナキヲ以テ、相手方又・・第三者ハ、槍謹ノ目的ヲ所持若クハ支

配スル限り、裁判所ノ命二因り之レヲ提示スベキ訴訟法上ノ義

務ヲ負7。因ツテ此命二從ハザル相手方又ハ第三者ハ、文書提

出ノ命二從ハザルト同ジキ制裁ヲ蒙ル。但シ第三者ナルトキハ、
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提示セザノレニ付キ正當ノ事由アレノヘ此制裁ヲ免レル（藝三宅さ・

羨…蚕）。磁一〕相手方又ハ第三者ガ・提示ノ命二從ザルトキハ以

上ノ制裁ヲ加へ得ルニ止マリ、強イテ検鐙ヲ施行スル訴訟法上

ノ権能ハ裁判所二與ヘラレテ居ラヌ。

　〔註一〕　宏ク検謹チ可能ナラシムヌレガ爲メ、訴訟ノ第三者二検謹ノ目的ノ提示

　義務チ員権セシム7レゴトハ、訴訟ノ公共性ヨリ看デ是認シ得かノヂア7レガ、

　　ソノ絶封的容認ハ、第三者ノ立場ヨリ看かモ、更二i璽グハ第三者ノ丈書提出

　義務（新三一二條）ト比較スルモ不合理ヂア7ン。因ツテ第三者ガ提示セザ7ンニ

　付キ正當ノ事由アノレトキハ、蛍二不提出ノ制裁チ冤レジムァレニ止マラズ、進

　ムヂ裁判所ガ階、當事者ヨリ申立ア1レモ其ノ提出ノ命チ聾セザノレコトチ得7レモ

　　ノト解スFレガ穏當デアル。

　筒、瞼讃ノ目的ノ提示叉ハ逸付二付キ、文書ノ途付ノ囑託二

關スル規定ガ準用ヒラノレ・ヲ以テ（叢1…垂五箋藻）、〔註一〕裁判所ハ、

第三者二饗シテハ軍二囑託ヲ爲スノ程度二止メ、自登的ノ提示

又ハ逸付ヲ促ガスコトモ出來ル。此場合、其囑託二慮ぜザノレモ、

素ヨリ制裁ノ途ナシ。

〔註一〕　準用際文タ・ン新三一九燦ニハ、「文書ノ迭付ノ囑託」トア1レ。検讃ノ目

　的ハ、常二必ズジモ送付ジ得・レモノニ非ザ7レガ故二、本條チ其儘準用シタ7レ

　ハ穏當チ峡グ。元來、新三一九條ハ、醤三四六條二該膨草案二七四條、郎チ

　官塞公署二i封シ、其保管二屡ス1レ丈書ノ逡付チ囑託スノレ旨ノ規定ヨリ韓化ジ

　　タァレモノニシテ、同條トジテ既二不穣當デア7レ。蓋シ第三者ガ、任意、丈書

　　テ書謹トシテ裁判所二提出スルニ付キ、亦、必ズシモ迭付ノ方法ニノミ俵7レ

　　トハ限ラザノレガ故デア’レ。笈ニモ、新法ノ條文ノ不整理ガ見出サレノレ。

　提示又ハ邊付セラレタノち瞼讃ノ目的ノ・、必要二依り、裁判所

二留置クコトガ出來ル（蟄……吾榛一）。是レハ奮法二存シナカツタ
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規定デアル。

Iv．槍謹調書

奮法へ槍詮調書ノ作成二關シ特二一・ケ條ヲ置キタルモ（董髭

條）・新法へ調書二關スル総則規定ヲ以テ足レリト徴シ（覆三暴堅

：醤蒐榛）・唯・三二一條ヲ準用スルニ止メ（藻≡議五）・其他別段二

規定ヲ設ケナカツタ。

第六節當事者訊間

1．総　読
新法ハ、蕾法二r當事者本人ノ訊問」ト云ヘルヲ、r當事者訊

問」ト改メタ。新法ノ主要ナル改正ハ塾當事者訊問ヲ爲スニ際

シ、裁判所ノ自由裁量二依り宣誓ヲ爲サシメ、以テ其陳述ノ信

慧力ヲ増加セシメムト試ミタル黙ニアノン。

當事者訊問ハ、新法二在リテモ、既二爲シタル謹擦調二依り、

裁判所ガ心謹ヲ得ルコト能ハザル場合二限ラレル。帥チ裁判所

ガ、最後ノ謹擦方法トシテ、申立二因り又ハ職権ヲ以テ、之レ

ヲ爲スコ嗜法咽ジ（建蓄篠）．

當事者ガ訴訟無能方者ナルトキハ、當該訴訟二於テ當事者ヲ

代表スル法定代理人ハ、當事者訊問ノ規定二從ヒテ訊問スベク、

謹人トシテ訊問スルコトヲ得ヌ（麺藤四）。法人ノ代表者・非法入

肚團叉ハ財團ノ代表者叉ハ管理人モ、亦、當該訴訟二於テ當事
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者ヲ代表スル揚合ニヘ同ジク當事者訊問ノ規定二依ル（契藤）。

此等當事者訊問ノ規定二依り訊問スベキ者薮入アノレトキハ、其

ノ何人ヲ訊問スベキカハ、裁判所ノ自由裁量二属スルモノニシ

テ、樹、本入ト法定代理人トヲ共二訊問スルコトヲ妨ゲヌ（醤≡

讐但）。以ム奮法喩跡コ・ナシ（簾壷四）．

IL　當事者ノ宣誓

　新法ハ、當事者訊問二依ル本人ノ陳述二、信慧力ヲ與フルー方

法トシテ、裁判所ハ當事者ヲシテ宣誓ヲ爲サシメ得ノレ（藻茉霞六〉。

當事者二代リテ訊問スベキ法定代理人、法人ノ代表者、非法入

肚團叉ハ財團ノ代表者叉ハ管理人モ、亦、同棲デアル。但シ當

事者又ハ此等ノ者、十六年末瀧ナルカ、又ハ宣誓ノ趣旨ヲ理解

スルコト能ハザル者ナルトキハ、宣誓ヲ爲サシムルコトヲ得ヌ

（螢男藤條）．

　謹入訊問ト異ナリ、當事者訊問ノ場合鼻ハ、宣誓ヲ爲サシム

ルト否トハ、裁判所ノ自由裁量二厨スル。蓋シ宣誓二依リテ眞

實ナノレ陳述ヲ彊制スノレコト、屡々、酉告二失』スノレコトアリ、又、

斯クスルモ其陳述ガ必ズシモ眞實ナルコトヲ確保シ得ザル場合

アルガ故デアル。去レバ裁判所トシテハ、宣誓ヲ爲サシムルト

否ト・又・宣誓ヲ爲サシムルニ付テノ方法等、充分ノ考慮ヲ沸

フ必要アルモノニシテ、此黙二就テハ、懊民訴法ノ規定ハ、参

考二値スル。〔註一〕

　〔註一〕　填民訴法ノ規定二依レバ、當事者ハ、先ヅ宣誓セシメズシテ訊問シ・
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之レニ俵り、裁判所ガ、謹スベキ事實ノ眞否二付キ充分ナ1レ心謹チ得ザ1レ場

合二限り、更二宣誓セシメテ之レチ訊問ジ得1レ（同法三七六條一項、三七七

條～項）。而シテ宣誓チ爲サシメズシテ訊問ス7レ場合ニハ、同一事項二付キ當

事者双方チ訊聞スルモノトシ、之レニ依り心談チ得ザノントキハ、更二一方ノ

ミチ宣誓セシメテ訊問スァン（同法三七六條二項、三七七條二項）。是レ蓋シ當

事者双方チ宣誓セジメテ訊問シ、其陳蓮ヵ糊鶴スルガ如キコトアラバ、當事

者ノ敦レカチ傷〃ψコト・ナ彪ガ故デア7ン。

當事者ノ勃、レチ宣誓セシメテ更二訊間スベキカハ、裁剣所ガ、縫ベテノ事

情チ周到二考慮シテ：決定スァンモノト定ム（同法三七八探）。而ジテ裁判所ハ、

宣誓チ爲サシム7レニ際シ、宣誓シテ陳遮スベキ事項チ特定シ得ベグ、又、訊

問二先立チ其當事者二熟慮期問チ與フノレチ相當トス7レトキハ、辮論ノ延期チ

爲シ得ル（同法三七七條二項、三七九條）。

　而シテ裁判所ガ、當事者訊問二當り宣誓セシムベキモノト決

シタルトキハ、謹人ト同一ナル手績二依リテ宣誓セシムル（醤曇

努垂：交美篠）。但シ當事者又ハ法定代理入ガ正當ノ事由ナクシテ

宣誓ヲ拒ミタル場合、謹．ヘト異ナリ過料ノ言渡ヲ爲シ得ザルモ、

裁判所ハ、其自由裁量二依リ、訊問事項二關スル相手方ノ主張

ヲ翼實ト認ムルコトガ出廉ル（褻藤三）。

　営事者訊問ヲ受ケタル當事者又ハ法定代理人ガ、虚儒ノ陳蓮

ヲ爲シタル場合、其者ガ宣誓セザリシトキハ別段ノ制裁ヲ蒙ラ

ザルコト蕾法ト同ジ。反之、宣誓ヲ爲サシメタルトキハ、之レ

ニ相當ノ制裁ヲ課スルコト素ヨリ當然デアルガ、新法ハ、謹人

ト同ジク刑事罰ヲ課スルヲ以テ酷ナリト倣シ、裁判所ノ決定ヲ

以テ五百圓以下ノ過料二庭スベキモノト定ムル（葎議九〉。〔註嘱〕
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此裁判調シテハ諺塒抗告ガ許勃（藻≡副・又、賭ガ・

訴訟ノ繋属中、虚f爲ノ陳：述ヲ取清シタノレトキハ、裁判所ハ、事情

二因り既二言渡シタル過料ノ裁判ヲ取滑シ得ル（藝圭三探墜蓑項）。

〔註一〕　填民訴法二俵レバ、當事者ガ宣誓シテ盧傭ノ陳違チ爲シタ7レトキハ、

　虚傭宣誓ト同一ナ7レ刑事上ノ虚罰チ受ク7レ（同法三七七條三項）。我新法モ、

　早晩、刑事罰二改銅レ必要アリト考＾アレ。

　　序デナカ9ラ、宣誓シ〆タ7レ當事者ガ虚傭ノ陳述iチ爲シ’タ7レニ≧封シ！、塁邑二秩序

　罰チ課ス1レニ止マヌレナラバ、宣誓ト構セズ・ンテ、他二適當ノ用語チ索ムベカ

　　リシコト、新二六九條ノ説明二於テ述ベタ1レガ如ジ。本稿前段二九一頁参照。

　宣誓シテ虚傭ノ陳述ヲ爲シタル當事者叉ハ法定代理入二封ス

ル新三三九條ノ制裁モ、亦、新二六九條、三三一條ノ夫レト同

ジク、訴訟手綾二於ケノレ秩序罰ト看ノンベキモノナレ建、訴訟繋

属ノ絡了後ハ、新タニ之レヲ課スルノ裁判ヲ爲シ得ザルモノト

解スル。〔註一〕而シテ此裁判ヲ爲スベキ裁判所二就テハ、新二六

九條ノ如ク特二之レヲ指定セザルヲ以テ、陳述ノ虚儒ナルコト

ヲ曇見シタル裁判所、即チ事件ガ上級裁判所二移審セラレタル

後、登見セラレタルトキハ。當該上級裁判所ガ、此裁判ヲ爲ス

ベキモノト考ヘルQ

　〔註刷一〕　長島、森田爾氏ハ、i新二六九、三三一、三三九條二俵ウ過料ノ裁判ハ

　事件ガ裁判所ノ繋屡チ離脱シタル後ト錐モ、之レチ爲シ得かモノト解ジ、且

　　ツ新ニメく九條並二三三九條二依り當事者叉ハ法定代理人ガ過料二虚セラレ、

　　其裁判ガ確定シタ7レトキハ、新四二〇燦一項七號二俵り再審ノ訴ガ可能ナ7レ

　　ベキチ以テ、結局、再審ノ訴ノ提旭期間タ7レ剣決確定後五ケ年間ハ、此裁判

　　チ爲シ得ベシト云フ。雨氏共著前掲書第二六九條並二第三三九條ノ説明参照。

　　併シナガラ訴訟ノ完了後、新タニ其繋贋中二於〃アレ當事者叉ハ法定代理人
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　　ノ違反行爲チ登見ツタリトテ、訴訟手綾ノ秩序チ維持スベ〃設〃ラレタル秩

　序罰チ改メテ課ス7レノ必要那邊二在アレカ？　素ヨリ訴訟ノ繋屡中、既二蓮反

　行爲二付キ審査ノ開始セラレシガ如キ場合ニハ、本訴終了後ト雛モ引綾キ過

　料ノ裁判チ爲スコトチ言忍メテ然7レベキデア7ンガ、本訴完結後、新タニi違反行

　爲チ摘獲ン．跣二終了ジタァン訴訟手綾ノ秩序チ維持スルガ爲メ之レニ秩序罰

　チ課ス7レニ至リテハ全ク無意味ト云ハナヶレバナラヌ。叉、實際問題トシテ

　モ、訴訟繋麟ノ終了後ニモ、i新二六九條三三九條二依り過料ノ裁判チ爲ジ、

　之レニ基キ再審ノ訴並二再審抗告（新四二九條）チ許スナラバ、殆ンド牧拾

　シ難キ混胤チ來ス虞レガ乃レ。

　IIL　呼出並二説問ノ手績

　當事者訊問ノ爲メ當事者叉ハ法定代理入ヲ呼出スニハ之レニ

鐙人ノ場合ト同一形式ノ期日呼出状ヲ邊達スル（藝藤饗三墜西藤七）。

尤モ訊問スベキ當事者叉ハ法定代理入ガ在廷スルナラ犀、素ヨ

リ之レニ呼出駅ヲ迭達スルノ必要ナカル〈ミク、從ツテ新三六一

條ノ規定ハ、不必要トシテ新法ニハ削除セラレタ。

　呼出ヲ受ケタル當事者又ハ法定代理入ガ、正當ノ事由ナクシ

テ出頭セザル場合、謹入ト異ナリ之レニ過料ノ言渡ヲ爲シ得ザ

ルモ、裁判所2・、其自由裁量二依ソ、訊問事項二關スル相手方

ノ主張ヲ簸瑠ムル卦ガ出來ル（蕪三）。胤出頭スルモ、

正當ノ事由ナクシテ、裁判所ノ命ジタル宣誓ヲ拒ミ、若クハ爲

スベキ陳述ヲ爲サのントキ・亦同ジ（揉〉。以上・宣誓拒縄ノ場

合ヲ除キ・奮法ノ規定ト楡リナシ（藻蓼壷三）。

　當事者訊問ノ手綾ニハ、詮入訊問ノ規定ガ準用セラレル（醤i…

墜先毛秀窒至δ巻藷）。而シテ封質二就テハ、特二「裁判長必要ア
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リト認ムルトキハ、當事者相互叉ハ當事者ト謹人トノ封質ヲ命

ズルコトヲ得」（毫藤三）トノ規定ガ新設セラレタ。

　當事者訊聞ヲ爲シタルトキハ、素ヨリ調書ヲ作成スベク、其

調書ニハ、當事者叉ハ法定代理人ノ陳述並二宣誓ヲ爲サシメ、

叉ハ爲サシメザルコトヲ記載シナケレバナラヌ（暫藤四〉。

　IV．謹人諦問ノ親窺ノ準用セラル、嘉項

　當事者訊問ニハ、謹人訊周ノ規定十ニケ條ガ準用セラレル

（藝藤四）。愛二謹入訊問ノ規定ノ準用セラノレ・事項並二準用條文

ヲ：撃グレバ、衣ノ如クデァル。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

當事者又ハ法定代理入ノ呼出（藝藤七）

受命判事叉ハ受託判事二依ル當事者訊問（葬藤七）

宣誓手綾（塾圭交更篠乃）

宣誓ヲ爲サシメ得ザル者（嘉藻入）

文字ノ手記其他必要ナル行爲ヲ爲サシムル件（塾藤九）

書類二依リテ陳述スルコトノ禁止（輩藤九）

陪席判事ノ登問（斐藤九）

當事者ノ褒問（灘藤九）

當事者訊問ヲ爲ス受命判事叉ハ受託判事ノ職務範園

（篠○）
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第七節謹嫁保全
瓦．総　説

謹擦保全二關スル新法ノ主要ナル改正ハ、奮法ト異ナリ謹篠

保全ヲ爲シ得ル謹擦ノ種類ヲ限定セザノレコト、職灌二依ル謹擦

保全ヲ許シタルコ残並二奮三七一條ヲ削除シ相手方ノ同意ア

ルモ謹擦保全ノ要件ヲ具備セザレバ、之レヲ許サ・“ルモノト爲

・シタノシコト等デアノレ。

奮法ハ、謹擁保全ヲ爲シ得ル誼櫨ノ種類ヲ、人謹、鑑定並二

瞼謹昌限定シタルモ（董藤六）、書謹並二當事者訊問二付キ、理論

上、謹擦保全ヲ許シ難キニ非ザルヲ以テ、〔註一〕新法ガ、其種類

ヲ限定セザリシコP＼蓋シ至當デアル。唯、愼ムベキハ其観

用ニアルノミ。謹擦保全ヲ爲スニハ、裁判所ガ、豫メ謹擦調ヲ

爲スニ非ザレバ、其謹擦ヲ使用スルニ困難ナル事情アリト認メ

タルコトヲ必要トス（藝藻四）。此黙、餅句二多少ノ相違アノレモ、

大膿二於テ奮法ト異ナル所ナシ。但シ新法ニハ、奮三七一條ガ

削除セラレタルヲ以テ、相手方ノ承諾アルコトノミニ依り、謹

援保全ヲ爲スコトヲ許サレヌ。

〔註一〕　文書ガ、後二書謹トシテ使用スノレニ困難ナ疵事情ア砂場合、検謹ノ方

　法二俵り之レチ保全シ得ザか昌非ズ、叉、夫レガ法律關係チ讃スァレ書面ナァレ

　トキハ、新二二二五條二俵アレ眞否確定ノ訴チ提起スかノ途ナキニ非ズト錐モ、

　書護トシテ護擦保全チ爲ジ難キ理由更ニナシ。問題ハ當事者訊問デア7レガ、

　i澄擦調ノ結果チ直チニ訴訟資料ト：爲サ引レ可カラザ・レノ理ナキチ以テ、最後
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　　ノ護擦方法｝爲スベグ、豫メ言登擦調（嘗事者訊問）チ爲スコト、強チ認メ得ザ

　　ノレニ非ズト考＾ル。

　皿　謹檬保全ノ申立戴二其裁判

　謹篠保全ノ申立ハ、訴提起雨ニハ、謹擦調ヲ爲スベキ地ノ涯裁

判所・訴訟繋属ノ開始後ハ、其謎嬢ヲ使用スベキ審級ノ裁判所

二之レヲ爲スヲ原則トシ、急追ナル場合ニハ、訴ノ提起後ト灘

モ・謹擁調ヲ爲スベキ地ノ匿裁判所二此申立ヲ爲シ得ル（醤藻四）。

以上、奮法嘆ナノ嘘ナシ（藻葬六）．

　1澄嬢保至ノ申立二記載スベキ事項ハ

。

相手方ノ表示

謹スベキ事實

謹援
謹擁保全ノ事由

ニシテ、謹擦保全ヲ爲ス必要アノンノ事情ハ、申立人二於テ疏明

ス麟卦、凡べ稽法嘱ジ（峯輿鞭）。

　訴ノ提起前、謹援保全ヲ爲サムトスルモ、相手方ノ不明ナノレ

揚合二付キ、新法モ、亦、相手方ヲ指定セズシテ謹篠保全ノ申

立ヲ爲スコトヲ許シタルト同時二、禽、新法ハ、相手方ヲ指定

シ能ハザ碑脚疏明ヲ秘要轍シタ（藝訓．蝋、奮涛

比シ寛大デアノレ（転藻條）。

　謹擁保全ノ申立二封シテハ、書面審理叉ハ任意的口頭辮論二

依り、決定ヲ以テ其許否ノ裁判ヲ爲スベク、而シテ談篠保全ヲ
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命ズノγノ裁判一封シテ杯服ノ申立ヲ許サヌ（蕪簸醸二）．衙

相手方不明ノ場合、謹擁保全ヲ命ズル場合ニハ、裁判所ハ、其

者ノ爲メニ特別代理入ヲ選任シ得ル（藝藤四）。以上、凡ベテ善法

洞ジ（篶罷塩三）

　新法ノ創始ト看ルベキモノハ、新法ガ、第二次的讃擦聚集ノ

手段トシテ職椹謹篠調ヲ許シタルト其趣旨ヲ同7シテ（董藤六）、

裁判所ガ必要アリト認ムルトキハ、訴訟ノ繋属中、職灌ヲ以テ

謹擁保全ヲ命ジ得ルモノト爲シタル黙デアル（輩藤四）。同條ニハ

軍二「必要アリト認ムルトキ」トアリ、別段二制限ヲ設ケザノレ

モ、新法ハ、r其ノ謹擦ヲ使用スルニ困難ナル事情アリト認ム

・シ」二非ザレバ、假令、當事者問二異議ナシト錐モ謹篠保全ヲ

許サ・・ルコト前陳ノ如クナルヲ以テ、裁判所モ亦・同様ナル事

情ノ下二於テノミ、職権ヲ以テ謎嬢保全ヲ命ジ得ルモノト解サ

ナケレノ㊦ナラヌ。

　II：L　謹i嬢調ノ施行

　謹篠保全ノ決定二依リテ爲ス謹擦調二2・、別段二特別ノ手績

規定アルニ非ズ、各謹擦二付キ定メラレタルー般ノ手綾規定二

從フ（輩き置≡籍奮）。素ヨリ詮擦保全ノ決定ヲ爲シタルトキハ、申

立入拉二相手方二封シ相當ノ方法ヲ以テ之レヲ告知スルト同時

二・更二談援調期日ヲ定メテ呼出サナケレ漣ナラヌ（藝茜究揉・）。

而シテ呼出ヲ受ケタル申立入又ハ相手方ガ期日二出頭セザノレ

モ・謹擦調ヲ爲シ得ルコト勿論デアルガ（藝藤六）、更二新法へ急
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速ヲ要スル場合ニハ、呼出手綾ヲ省賂シテ直チニ謹擦調ヲ爲ス

コトヲ許シタ（灘劉。〔註一〕

　〔註一〕　奮三六九傑二項ハ、切迫ナ・レ危瞼ノ場合二於テハ、同ジク呼出手綾チ

　　省略γ得ル意味二解ス〃ノ鯨地アァレモ、瞬昧デアァレ。新法ハ其趣旨チ明確二

　爲γタァレモノニ外ナラヌ。但ジ呼出手綾チ省略γタか場合ニハ、謹擦保全ノ

　　決定チ告知ス7ンニ際γ、附記其他ノ方法二俵り、其旨チモ同時二告知スかノ

　　方法チ執シガ至當ト考ヘノレ。

　　急i遠チ要スァレ場合省略ノ許サァレ・ハ、呼出手綾ノミナァレチ以テ、誰標保全

　　ノ決定ハ、素ヨリ之レチ告知ジナう・レバナラヌ。而γテ決定ハ、告知二因η

　　其数カチ生ズルr三ノナレバ（新二〇四條）、急遽ノ場合ト錐モ、護捺保全ノ決

　　定チ申立入並二相手方二告知ツタシ後、初メテ護榛調チ爲ジ得アレ筋合デアか。

　　併γナガラ誰擦保全ノ決定二封γテハ不服ノ申立チ許サザルモノナレバ、急

　　遽チ婁γ、呼毘手綾チ省略スツ場合ニハ．皆知前ニテモ謹擦調チ爲ジ得〃モ

　　ノト解スかガ愛當デアロウ。藍黙ノ規定、些力不備デアヌレ。

　　猫民訴法二俵レバ、事情二俵り、決定並二申立ノ謄本ノ迭達及ビ期日呼出

　　チ省略γ得シノ規定アシガ故二、疑義チ生ズァン鯨地ガナイ。

　謹擦保杢二關スル記録ハ、本案訴訟ノ繋驕前ハ、謹援調ヲ爲

シタノレ裁判所二保存スル外ナキモ、訴訟繋厩後ハ、本訴訟ノ記

録ノ存ス峨判脈齢スベ牲ノ碇ム（暫藤五）．膨新法へ

囑託ヲ待チ受訴裁判所二迭付スベキ蛋法ノ規定ヲ改メタノデ

ア層箋舞條）．

　新法ニハ、奮三七〇條四項ガ’削除セラレタ。蓋シ新法二依レ

バ受訴裁判所ガ、謹擦保全二依ル謹擁調ヲ以テ不充分ト徹スト

キハ、謹擦調ノ総則規定二依外申立ナシト錐モ職権ヲ以テ謹

擦調ヲ爲シ得ルガ故二（董藤六）、特ニカ・ル規定ヲ必要トセヌ。
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　謹擦保全二關スル費用ハ、訴訟費用ノー部トシテ算入セラレ

ル（塑藤五）。此黙、蛋法二規定ノ敏ケタルヲ、新法二於テ補充シ

タノデアルガ、素ヨリ當然ノ事理ニシテ、規定トシテ蛇足ノ観

：ガ’アノレ。〔註一〕

　〔註一〕　猫民訟法ニモ、亦、此規定存シナイノデアノンガ、同様二解繹セラレ7レ。

　　He11wig；一System。S・　74・2・参考ノ債蛋直ア1ン2、填民訴法ノ規定二も／テ、　同法二

　　俵レバ相手方ガ護擦保全二依アレ詮棲調ノ立會二要ジタか費用ハ、申立人二於

　　テ、一磨i、辮償1スベキモノ1・定ム（同法三入入條三項）。Vg1．Neumann：一

　　Kommentar，Bd．II．§　388　（S．1212）。


